
今井川越田遺跡

第52図 第17号住居跡出土遺物(2)
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を測る。

主柱穴の内側に位置する 3本 (P2、P8、Pll)は第

22号住居跡に伴う可能性が強い。

壁は東隅付近では斜行するが、他の部分ではほぼ直

立し、深さ0.3mを測る。南壁～東壁下にかけて、黒色

土を充填する幅0.18m前後の壁溝が存在するが、他の

部分では検出されていない。

壁柱穴が壁溝内で3本、東隅部で3本検出されたが、

前者はやや大形、後者は壁隅に沿っており小形である。

P5では柱痕跡が検出された。東隅部の3本はわずかに

内側に傾斜している。

床面出土遺物は主にカマド左袖部分と、主柱穴で囲

まれた範囲内に比較的集中するが、後者は散在的で、

カマド前面の床面上がやや多い。 主に有段日縁の土和杉

土器が出土している。

カマド左袖部分では、潰れた状態で出土した長甕以

外にほほ完形の杯、椀形土器力斗居え置かれたような状

態で出土している。

掘り方は全体に不明瞭であるが、中央部を掘り残し、

四周を掘り込む形態とみられる。

重複する第22、23号住居跡床面は本住居跡掘り方に

よって完全に破壊されいる。第45号住居跡部分は埋め

戻して床面としている。

カマドは南西壁ほぼ中央に設置され、遺存状態は比

較的良好である。

燃焼部は箱形で0.45X0.86mを測り、底面はほぼ平

坦、灰、炭化物が残るが、内面はそれほど焼けていな

い。煙道部へ段をなして移行すると考えられる。

煙道部は長く、 0.98X0.29mを測る。断面は潰れて

いるが方形とみられ、底面はほとんど平坦。上半部が

比較的焼土が残り、以下底面及び煙出し日までほとん

ど焼けていない。

袖部は灰褐色粘土で構築される。掘り方埋め戻し後

の構築と考えられる。
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第17号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率

1 椀 9.9 (3.6) Al B B 20 
2 杯 11.8 4.0 Al A B 60 
3 杯 11 4 3.8 Al A C 50 

4 杯 12 3 (4.1) A2 A B 30 
5 杯 13 0 4.7 Al A E 30 

6 杯 12 0 4.3 A2 A B 50 
7 杯 13 1 4.3 Cl A A 30 

8 杯 13.7 (4.8) Al A C 25 

9 杯 12 8 4.5 Al A C 50 

10 杯 13.9 (3.6) ACl A B 25 
11 杯 13.6 (4.6) ACl A B 50 
12 杯 14.0 4.2 ACl A B 50 
13 杯 13.9 (4.1) AEl A F 40 

14 杯 14.5 (4.5) ACl A F 40 

15 杯 14.2 5.0 AEl A A 70 

16 杯 14.9 (4.5) AEl A B 30 
17 杯 14.0 4.2 AEl A B 50 
18 杯 14.0 4.0 AEl A B 70 
19 杯 12.4 4.4 ACl A B 60 
20 杯 12.0 5.0 ACl A B 80 
21 杯 13.0 (5.8) ACl A E 10 
22 椀 14.7 (4 1) ACl A A 10 

23 鉢 16.0 (5 3) Al A B 20 
24 杯 13.8 (7. 9) ACl A A 30 

25 杯 15.7 8.5 ACl A A 70 

26 杯 18 2 9.6 Al A C 60 

27 杯 10.5 7.2 Al A B 90 
28 椀 11.1 9.7 7 2 Al A B 90 
29 小形壺 8.7 5.5 Al A B 95 
30 高 杯 16.7 (4 1) ACl A E 10 

31 須恵器甕 20 (1.1) Fl A I 20 
32 甕 17.9 (5.2) D2 A E 10 

33 甕 18 1 (7. 9) E5 A E 10 

34 甕 21 7 (5.1) CE5 A E 10 

35 甕底部 (4.3) 5 1 AE5 B B 60 
36 甕底部 (4.8) 7 1 E5 A B 70 
37 甑底部 (5. 9) 9.1 Al A B 10 
38 甕 18.3 33.5 6 5 A5 A B 70 

39 石錘？ 長径7.3X短径6.0X孔径1.0(cm)、重量200g 

41 土 錘 長径(3.5)X最大径l.SX孔径0.55(cm)、重蜃6.9 g 

42 土 錘 長径(42) X最大径1.5X孔径0.4(cm)、重量 8g 

第22号住居跡（第49図）

本住居跡はK3M17グリッド付近に位置し、第4住居

跡群に属する。第7、17、23号住居跡によって大部分を

切られ、かろうじて残存するのはカマけ亜道部のみである。

カマド軸方位は N-135'-Eである。

煙道部は、 1.06X0. 22mを測り、深さ5cm前後と浅い。

柱穴は、第17号住居跡内に存在する 3本 (P2、P8、

P11) と、掘り方中の小ピy卜 1本が伴う可能性がある。

出土遺物のうち図示し得るもの （第50図） は、杯形

出土位置 備 考

埋土 ロ唇尖る、体部箆削り後ナデ

No. 6 口縁内湾、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 口縁内湾、稜部ヨコナデ＋箆削り

No. 8 口縁内湾、稜部ヨコナデ？ ＋箆削り

掘り方 口縁外反、体部箆削り後ナデ

No.18 口縁内湾、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 段部ヨコナデ、稜部ヨコナテ十箆削り

No. 9 +10 口縁外反、稜部棒状工具？ ＋箆削り

No. 4 口縁外反、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 段部ヨコナデ、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 段部ヨコナデ、稜部工具ナデ＋箆削り

埋土 段部ヨコナデ、稜部工具ナデ＋箆削り

埋土 段部棒状工具、稜部工具ナデ＋箆削り

No.12 口唇沈線段部棒状工具稜部棒状工具＋箆削り

No.13 ロ唇沈線段部棒状工具稜部棒状工具＋箆削り

埋土 ロ唇沈線段部棒状工具稜部棒状工具＋箆削り

埋土 段部棒状工具、稜部棒状工具＋箆削り

No. 9 段部棒状工具、稜部棒状工具十箆削り

柱穴内出土 口縁直立、稜部棒状工具＋箆削り

ロ唇沈線、稜部棒状工具＋箆削り

埋土 日唇直立、体部箆削り後指頭ナテ？

埋土 口縁直立、体部横箆削り

埋土 口縁外反、体部横？箆削り

埋上 段部ヨコナデ、稜部ヨコナデ＋箆削り

No.14 日縁工具ナデ、稜部工具ナデ十箆削り

床面出土 口唇肥厚、稜部工具ナデ＋箆削り、黒斑

No. 2 器肉厚い、体～底部指頭ナデ？

No. 3 器肉淳い、体部指頭ナデ？黒斑

床面出土 複合日縁状、体部指頭ナデ？

埋土 器肉厚＜i不部浅い

埋土 ロ唇上下凸出尖る

埋土 ロ唇内屈、内面ハケ？摩滅顕著

埋土 ロ唇沈線、頸部横以下縦箆削り

埋土 口縁やや外反、頸部斜め箆削りによる段

埋土 やや上げ底、底面木葉痕

柱穴内出上 やや上げ底、底面木葉痕

埋土 単孔大形、縦箆削り

カマド 口縁外反、外面縦箆削り、やや上げ底、 黒斑

土器の小破片2点のみで、口縁部が外反するものと、

有段口縁のもので、いずれも体部が浅い。

図示した以外の出土土器総破片点数は37点である。

杯形士器は口縁部が3点、体部が8点出土している。

甕形土器は口縁部が3点、 胴部が22点、底部が1点出土

している。

その他編物石が1個体（長径10.5X幅6.4cm、重量

182. 5 g)と、貝巣穴痕泥岩2個体（総重鼠1.98g)が

出土している。
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今井川越田遺跡

第23号住居跡（第53図）

本住居跡は、第7、17号1む国跡とともに検出され、

同住居跡によって切られる。その他の周辺住居跡との

新旧関係は不明である。

平面形は西壁部分以外はほとんど復元（第22号1打吾

跡カマド西側の段差は本住居跡の一部と認定した） で

略方形、一辺4.48mを測る。主軸方位は N-103°-W

である。

床面は大部分が第17号住居跡と重複しており、不明

確である。

壁はわずかに残り、ほぽ直立する。

第53図 第23号住居跡 ・出土遺物
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主柱穴は 3本で、各柱穴間隔は P1P3が2.86m、

P3P4が2.00mを測る。他に Plのやや内側に小ピッ

トが1本存在する。

貯蔵穴は略方形で南西隅部分に位置し、 0.61X0.60

m、深さ0.37mを測る。上層から少量の甕形土器片が

流れ込んだ状態で、出土している。

カマドは西壁ほぱ中央部に設置され、遺存状態が悪

く、ほとんど潰れた状態で、灰褐色粘土貼付けの袖基

底部が僅かに残存する。燃焼部は箱形と考えられ、

央部に支脚石力咽t出された。煙道部は不明である。
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第23住居跡寵土層註
a 黒褐色シルト 粘性強、細粒砂、ロームプロック少量

b 暗褐色シルト 粘性有、焼土プロック多量、炭化物微量、
細粒砂、ロームプロック少量

第23住居跡貯蔵穴土層註
1 黒褐色シルト 粘性有、焼土粒、焼土プロック多量、細粒砂、

ロームプロック少量

砂質、焼土プロック、炭化物多量、

中粒砂多羅、ロームプロック多量
2
 
黒褐色シルト
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第23号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

1 j:不 13.9 (4.2) BC2 A B 25 柱穴内出土 稜部は沈線＋箆削り

2 椀 10 (3.6) B2 A B 10 埋土
3 椀 12 4 (6 9) AB5 A B 25 柱穴内出土 口縁部小さく外反

4 鉢 19 7 (8 4) B2 A B 10 埋土 口縁部外反

5 砥 石 長83X巾2.2

第54図 第24号住居跡(I) ≪ ． 
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第24号住居跡土層註

1 黒褐色シルト 粘性有、焼土プロック微量、白色砂粒、バミス、ロームプロック少量
2 黒褐色シルト 粘性有、焼士プロック微量、白色砂粒多籠、バミス少盤、ロームプロック少量
3 黒褐色シルト 粘土質、焼土プロック微量、白色砂粒、パミス少旦、ローム粒微量
4 黒褐色シルト 粘土質、焼土プロック、炭化物少量、砂微量、ロームプロック微量
5 黒褐色シルト 粘性強、焼士プロック微量、ロームプロック微量
a 暗褐色シルト 砂質、焼土プロック、炭化物微塁、ロームプロック多贔
b 暗赤褐色シルト天井崩落による焼土層
c 灰黄褐色シルト粘土質、焼土プロック少昼、ロームプロック微籠
d 灰黄褐色シルト粘土質、焼土、炭化物多鍼、ロームプロック多旦
e 黒褐色シルト 粘性強、焼土少羅、ロームプロック少鑓
f 暗褐色シルト 砂質、焼土粒、焼土プロック多位、ロームプロック少量

第24号住居跡柱穴土層註

1 黒褐色粘性強、焼土少量、ローム、ローム
粒少罷

2 黒褐色 焼土粒多凪、ローム、ローム粒、ロ
ームプロック少皇

3 黒褐色焼土少旦、炭化物、ローム、ローム
粒多戯

4 暗褐色粘性強、焼土、焼土粒多量
5 暗黄褐色 ローム、ローム粒、ロームプロッ

ク多量：
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今井川越田遺跡

第24号住居跡（第53、54図）

K3Ll6グリッド付近は水田耕作上直下で遺構が検

出されたが、平面形が明確に確認できたのは第24号住

居跡カマドのみで、広範な黒褐色土の分布により住居

跡群の存在力噌忍識できる程度で、個々の住居跡につい

て平面形等を確定することは困難である。

把握された新旧関係は、カマドの明確さから本住居

跡が周辺部でもっとも新しく、さらに群を異にする第

82号住居跡によって切られるという点のみで、重複す

る住居跡の軒数、平面形等の詳細は不明であった。

埋士の堆積状態は自然堆積を示す。埋士中からの出

土遺物は比較的少鼠で、炭化物が中央部下層から出土

している。

平面形は北西壁が若干歪むが略長方形で、 5.28X

5.00m、深さ35cm前後を測る。

床はほほ平坦カマド付近で硬質面の広がり力渇t出

されたが貼り床は存在しない。

主柱穴は 2本で、間隔は3.25mを測る。2本ともに

大形で深い。 Plではほぼ中心部で、柱痕跡力惰：出され

た。

第55図第24号住居跡（2)
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第 24号住居跡柱穴土層註

1 黒褐色 粘性強、焼土少穀、ローム、ローム

粒少量

2 黒褐色 焼士粒多呈、ローム、ローム粒、ロ

ームプロ ック少量

3 黒褐色 焼土少星、炭化物、ローム、ローム

粒多量

4 暗褐色 粘性強、焼土、焼土粒多量

5 暗黄褐色 ローム、ローム粒、ロームプロッ
ク多量
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第56図 第24号住居跡出土遺物
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壁の大部分は浅く、わずかに斜行する。遺存状態が

良好なカマド壁ではほぼ直立する。

壁構、貯蔵穴等の施設は検出されなかった。

床面直上からの遺物出土は少量で、カマド前面から

北西壁中央部にかけて出土している。その他焼土が2

地点に分布している。

掘り方は第40号住居跡との重複ではっきりしない

が、中央部から南隅部分を堀り残し、壁下周辺部を掘

り込む形態と考えられる。カマド壁下は他の部分より

も深く掘り込まれている。柱穴、壁構、カマド等との

構築順序は把捏できなかった。

カマドは北東壁中央部よりやや北寄りに設置され、

煙出し目の焼土分布により容易に確認された。

燃焼部は箱形で、袖甕を含めると0.97X0.32mを測

第24号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調

1 須恵杯 12 1 4 4 D1 A H 

2 小形鉢 8 1 4 8 ADl A B 

3 杯 12 3 (3 6) BCl A F 

4 杯 12 1 (2 7) BCl A F 

5 杯 13.2 (3.5) Al A C 

6 杯 13 1 4 2 ACl A A 

7 杯 13 2 (4 5) Al A C 

8 杯 12.6 4.9 Al A C ， 杯 12 8 4 0 D2 A B 

10 杯 12 8 3.7 Dl A B 

1 1 昇； 12 2 (4 1) Dl A B 

12 杯 16.6 5.5 A2 A C 

13 杯 12 0 (2 6) Al A C 

14 杯 11 5 (3.3) Al A B 

15 況： 12.6 4.0 A5 A B 

16 杯 12.0 (3.0) Al A C 

17 杯 11 4 (3 5) A2 A B 

18 況； 15.1 (2.8) Al A B 

19 皿 15 8 (2.9) A2 A B 

20 杯 14 0 (4 9) A2 A A 

21 杯 12 2 (4 9) Dl A B 

22 椀 14.1 (4.5) Al A B 

23 椀 12 1 (5 5) Dl A B 

24 椀 12.3 (6.1) BC2 A F 

25 高 況； (2.9) Al A C 

26 高 杯 (2 9) 11. 9 Al A B 

27 甕 17.7 (9.1) ・ D5 A B 

28 甕 17 9 (10 9) A5 A B 

29 甕底部 (18 7) 5 2 D4 A B 

30 甕 19 5 (28. 7) A5 A B 

31 甕底部 (9.1) 6.3 AD4 A B 

32 甕 17.7 (34. 5) A4 A B 

残存率
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今井川越田遺跡

る。底面からは、支脚転用と考えられる甕底部が伏せ

られた状態で、中心からやや左側に寄った位置から出

土している。

煙道天井部が部分的に崩落せずに残存していた。

袖は上層を第24号住居跡によって切られるが下部

は比較的よく残存している。出土遺物はほとんどない。

焚き口部分は良く焼けており赤変硬化が顕著である。

煙道部は比較的長く1.2X0.4mを測る。袖は暗褐色粘

質土の貼付けによる。

図示した以外の出土土器総破片点数は、 1,867点で

ある。杯形土器534点、高杯形土器5点、鉢形土器12点、

壺形土器1点、甕形土器1,313点、不明1点である。

その他編物石が7個体と、貝巣穴痕泥岩181固体（総

重量71.75 g)が出土している。

出土位置 備 考

埋土 ロクロ左回転

埋土 輪積み痕、底面木葉痕

埋土 稜部はヨコナデ、棒状工具＋箆削り

埋土 稜部はヨコナデ、枠状工具＋箆削り

埋土 稜部はヨコナデ＋箆削り

埋土 段部は棒状工具による沈線

埋上 段部ヨコナデ、稜部ヨコナデ、エ具十箆削り

埋土 稜部はヨコナデ、エ具＋箆削り

埋土上層 砂質、稜部はヨコナデ＋箆削り

埋土 砂質、稜部はヨコナデ＋箆削り

埋土 内面黒色、稜部はヨコナデ、エ具＋箆削り

No. 6 稜部はヨコナデ＋箆削り、歪み顕著

埋土上層 口縁部小さく外反、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 口縁部小さく外反、稜部ヨコナデ＋箆削り

No. l 器肉厚く稜部はヨコナデ＋箆削り

カマド 稜部はヨコナデ、エ具＋箆削り

埋土 口縁部小さく外反、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土上層 段部棒状工具沈線、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 口唇部外反、段部は棒状工具による沈線

埋土上層 段部は枠状工具による沈線

カマド 稜部はヨコナデ＋箆削り、 二次加熱

埋土上層 口縁部外反、稜部ヨコナデ、エ具十箆削り

埋土上屈 ロ唇部沈線

埋土 口縁部小さく 直立

埋上 小形の脚部

埋土 砂質、小形の脚部、内面箆削り

埋土 風化、摩滅顕著

埋土上層 口縁部小さく外反

埋土 外面縦箆削り

カマド、No.13、14、16 口縁部大きく外反、縦箆削り

床直 二次加熱？底面木葉痕

カマド、No.l、3、7 口縁部大きく外反、縦箆削り
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第57図 亦晶居
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第25号住居跡窟土層註

1 暗褐色シルト 粘性有、焼土、焼土粒多塁、
炭化物少量、バミス、ローム、

ローム粒少量

a 暗褐色シルト 粘性強、炭化物少量、ローム、

ロームプロック少量

b 暗褐色シルト 砂質、焼土粒、焼土プロック
大量、天井部

c 暗褐色シルト 砂質、焼土、焼土プロック多量

炭化物微量、ロームプロック微量

d 暗褐色シルト 砂質、焼土プロック多量、炭化物
微曼、ローム粒少呈

焼土、焼土粒多量、炭化物少量

炭化物多量、ローム、ローム

粒少星

g 黒褐色シル ト 粘性強、炭化物粒、炭化物少
髪、ロームプロック少量

第25号住居跡貯蔵穴土層註
1 黒褐色 焼土、焼土粒少量、ローム、ローム

粒少量

焼土粒多塁、ローム、ローム粒少量

ロームプロック多量

黒褐色 焼土少量、ローム、ローム粒多量

暗赤褐色粘性強、焼土、焼土粒、焼土プロ

ック多星

暗黄褐色 ローム、ローム粒、ロームプロッ

ク多

2
 
3

4

 
5
 

黒褐色

G' 

第27号住居跡竃土層註
a 暗褐色シルト 粘性強、炭化物少量、ローム

プロック多塁

b 暗褐色シル ト 焼土粒、焼；土プロック大蓋、

天井部

黄褐色シルト 粘性強、焼土プロック多量、

炭化物微量、ロームプロック

微堡

d 暗褐色シルト 焼土プロック微量、ロームプ
ロック微量

e 暗褐色シルト 焼土、焼土粒多星、炭化物少

量

暗褐色シルト 炭化物微最、ローム、ローム

粒少塁

c
 

f
 

第25号住居跡柱穴土層註
1 黒褐色 焼土少量、炭化物少量、ローム、

ローム粒、ロームプロック大量

ローム、ローム粒、ロームプロッ

ク大量

暗黄褐色 粘性強、ローム大量、ロームプロ

ック大量

粘性強、炭化物少量、ローム大量

2
 
3
 

4
 

暗褐色

黒褐色
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第25号住居跡（第57図）

K3Kl6グリ ッド付近に位置し、第4住居跡群に属

する。現水田耕作土直下の比較的浅い部分で検出され

た。

新旧関係は、第28、35、44号住居跡によって切られ、

第26、45、46号住居跡を切る。

埋土の堆積状態は中央部を第35号住居跡によって

切られるが、ほぼ自然堆積である。埋土中からの出土

遺物は比較的少量である。

平面形は北壁がやや斜行するが略方形で、 5.48X

5.32m、深さ30cm前後を測る。主軸方位は N-5°-E

である。

床はほぼ平坦、貼り床は存在しない。

主柱穴は2本で、間隔は3.00mを測る。 Plは大形で

深く (0.62m)、中心からややずれて柱痕跡（径0.22m) 

か検出された。

壁は第28号住居跡と重複する部分以外はしっかり

しており、ほぼ直立する。

第58図 第25号住居跡出土遺物

ー こ
~~2 口

今井川越田遺跡

貯蔵穴はカマド右側に設置され、略楕円形で0.73X 

0.53m、深さ46cmを測る。

床面直上からの遺物出土は少量で、 カマド付近から

西壁にかけての部分と、 P2付近から出土しているが

いずれも散在的である。

編物石がPl北側で集中的に出土している。

掘り方は存在しない。

カマドは北壁ほぼ中央部に設置され、壁はカマド部

分から東側で屈折度がきつい。

燃焼部は箱形を呈し、 0.62X O. 46m、深さ40cm前後

を測る。底面は比較的よく焼けており、ほぼ中央部か

ら支脚石が出土している。煙道部へは段をなして移行

する。

煙道部は、燃焼部軸線から東側にややずれて構築さ

れ、わずかに歪んでいる。底面ほぼ平坦で全体によく

焼けていない。l.16XO. 28mを測る。

袖部は比較的短く、灰褐色粘土によって構築される。

□9 己三言□
こ 言

□ 9 
ヽ
ヽ
ヽ

ロ：

11 

13 
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第25号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

1 須恵杯 12.0 (1 8) Fl A I 10 埋土 ロクロ右？回転

2 須恵脚部 13.0 (3. 5) Fl A H 20 埋土 ロクロ左回転、器肉厚い

3 況； 11.9 3.6 A2 A A 20 埋土 口唇部肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り

4 杯 12.0 (3 9) Al A C 30 埋土上層 口縁部外反、稜部はヨコナデ＋箆削り

5 杯 12 6 (3.6) Al A C 30 埋上 口縁部受け口状、稜部はヨコナデ＋箆削り

6 杯 12 1 4.3 Al A C 40 No.14 稜部はヨコナデ、棒状工具＋箆削り

7 杯 15 2 (3.5) BC5 A D 30 埋土 段部はエ具ナデ

8 杯 15 7 5 0 A2 A E 40 No.12 段部ヨコナデ、稜部ヨコナデ十箆削り， 鉢 20 5 (9 7) AC5 A B 10 埋土 口縁部直立、外面縦箆削り

10 鉢 19.9 (6 8) ACl A B 10 埋士 外面横箆削り

11 高 均： (12.1) ADl A C 90 No. 8 長脚、内面箆削り

12 鉢 19.9 13 1 7.2 A2 A E 50 埋土 口縁部外反器肉厚い

第27号住居跡（第57図）

本住居跡は K3K15グリッド付近に位置し第25号住

居跡に切られる。主軸方位は N-56.5°-Eである。カ

マドは東壁に設置される。燃焼部は箱形を呈し、現状

第59図 第27号住居跡出土遺物

こ
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こ三

で0.74X0.38m、深さ48cmを測る。底面はよく焼けて

いる。煙道部へは段をなして移行する。煙道部は

1.14X0.27mを測る。緩く傾斜し全体に焼けていない。
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第27号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 日 径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

1 杯 (11.0) (3.0) Al A E 20 カマド 内面～外面黒色処理、内面箆ミガキ

2 杯 12.8 (3.2) Al A C 20 カマド 二次加熱により一部灰色

3 杯 (12 8) (3 2) Cl A A 10 埋土 段部はエ具ナデ？

4 杯 (12 9) (3 4) Cl A A 10 カマド 有段口縁杯、段部はエ具ナデ＋棒状工具？

5 況； (14.0) (5.1) Al A E 20 カマド 内面受け口状、段部はヨコナデ？

6 j:不 19 0 (4. 5) Al A C 20 埋土 ロ唇部肥厚、稜部ヨコナデ十箆削り

7 甕 (17.8) (6. 3) A5 A B 10 埋土 日縁部小さく外反、器肉厚く外面縦箆削り

第26号住居跡（第60図）

本住居跡は K3K15グリッド付近に位置し、第 4住

居跡群に属する。

現水田耕作土直下の比較的浅い部分で、攪乱を受け

ているが比較的明瞭なカマド範囲として検出された。

新旧関係は、第25、28号住居跡によって切られ、第

64号住居跡を切る。

埋土の堆積状態は、南西部分が重複による攪乱顕著

であるが、ほぱ自然堆積とみなされる。埋土中からの

出土遺物は比較的少量である。

平面形は北壁がカマド部分西側で大きく歪み、他の

壁は重複により不明確であるが、略方形と推定される。

(5.12X4.76m)深さ20cm前後を測る。

主軸方位は N-20.5°-Eである。
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今井川越田遺跡

第60図 第26号住居跡
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第26号住居跡鼈土層註

a 黒褐色シルト 粘性有、焼土プロック微塁、
バミス微量、ロームプロッ

ク多量

b 黒褐色シルト 粘性有、焼土プロック少量、
バミス少量、ロームプロッ

ク多量

c 暗褐色シルト 砂質、焼土プロック少量、

バミス少量、ロームプロック

多量、袖構築材
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第61図 第26号住居跡出土遺物(I)
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第62図 第26号住居跡出土遺物(2)

□□ 
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床は凹凸が顕著で、貼り床は存在しない。

主柱穴は小形のものが1本、西壁下から検出され、

下層に柱痕跡が認められた。その他、掘り方中から小

ピットが 1本検出さね第28号住居跡掘り方中の小

ピットも本住居跡に伴うと考えられる。全体に配置は

整わない。残存する壁は、ほぼ直立する。

床面出土遺物はカマド付近及びその前面と、西壁中

央部付近で、後者は少量である。

掘り方は、西壁下を掘り残し中央部分を掘り込む形

態で、南壁下も掘り残した可能性がある。カマド右袖

前方は土壊状に掘り込まれる。

カマドは北壁ほぼ中央部に設置され、両袖に長甕が

第26号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色調

1 杯 11. 9 2.9 Al A A 

2 杯 11.9 (2.5) Cl A E 

3 杯 12.0 (2.3) Cl A E 

4 況； 11 9 (2 2) AD2 A E 

5 況： 11.0 (3 6) Al A B 

6 況： 12.0 (2.4) Al A B 

7 況； 11.9 (2.2) AD2 A E 

8 杯 12.0 (2.3) AD2 A B ， 杯 11.5 (2. 7) A2 A C 

10 杯 11.6 (4.2) Al A B 

11 杯 12.9 (4. 7) Cl A F 

12 杯 17.3 (5 6) A5 A A 

残存率

20 

10 

10 

10 

20 

10 

10 

10 

70 

70 

50 

40 

今井川越田遺跡

@26  
@27  

24 
@28  

10cm 

゜
5cm 

倒立状態で設置されている。燃焼部は箱形を呈し、

0.81X0.32m、深さ25cm前後を測る。底面は比較的よ

く焼けており、奥部から支脚石が出土している。煙道

部へは段をなして移行する。煙道部はやや短く 0.73X 

0.32mを測る。底面ほぼ平坦で全体によく焼けていな

い。先端部から杯が出土している。袖部は灰褐色粘土

及び黒褐色土を主体にして構築される。

図示した以外の出土土器総破片点数は、 1,172点で

ある。杯形土器321点、高杯形土器4点、甕形土器842

点、支脚片5点である。

その他編物石が6個体と、貝巣穴痕泥岩6個体（総

重量15.03 g)が出土している。

出土位置 備 考

埋土 口縁小さく外反

埋土 口縁部小さく稜部ヨコナデ、エ具＋箆削り

埋土 有段口縁杯、段部は棒状工具？

埋土上層 日縁部小さく、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 日縁部片口？稜部はヨコナデ＋箆削り

埋土上層 内面黒色、稜部はヨコナデ＋箆削り

埋土 段部は棒状工具による沈線

埋土 段部ヨコナデ、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 二次加熱により内面灰色

埋土 ロ唇部肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 段部は棒状工具による沈線

埋土 器肉閂＜稜部はヨコナデ＋箆削り
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番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率

13 I旦口J 杯 18 9 (4.3) Al A B 25 

14 壺 17 7 (14.9) A2 A B 70 

15 狸 15 7 (1 2. l) A5 A B 30 

16 甕 18 8 (5.9) CD2 A E 10 

17 甕 19 0 (7.2) C2 A B 20 

18 甕 19 6 (30.2) A5 A B 90 

19 甕底部 (3.1) 11 0 A5 A B 40 

20 猥 14 9 (22 0) AD2 A C 90 

21 甕 (3 4) (11 4) AD2 A B 50 

22 甕底部 (6.3) 8ヽ.1 A5 A B 40 

23 須患甕底部 (3 4) 11 4 F2 A I 30 

24 列」ュg 20.9 (31 9) CD2 A B 60 

26 土 錘 長径(2.9)X最大径14X孔径0.5(cm)、園最49 g 

27 土 錘 長径(30) X最大径115X孔径0.5(cm)、重贔3.3g 

28 土 錘 長径(48) X最大径l.2X孔径05(cm)、重塁3.3g 

第28号住居跡（第63、64図）

本住居跡は K3L15グリッ ド付近に位置し、第4住

居跡群に属し、周辺部の1±J居跡のうちで最も新しい。

平面形は東、西壁が僅かに斜行するが方形で、規模

は5.28X 5. 08m、深さ30cm前後を測る。

主軸方位は N-108°-Wである。カマ ド軸は N-

96.5°-Wを示す。

床はほほ平坦、カマド周辺部がよく踏み締まってい

る。貼り床は存在しない。

主柱穴は4本で整った配置をなし、 P3はやや浅い。

各主柱穴の間隔は P1P2が2.92m、P2P3が2.81m、

P3P4が3.00m、P1P4が2.73mである。その他に掘り

方中から小ピットが多数検出されたが、重複する住居

跡に伴うものもある。中央部からやや東寄りで直線状

に並ぶ4本は本住居跡に伴うものと考えられる。

壁は、ほぼ直立する。壁溝はカマド部分以外全周す

る。

貯蔵穴は南東隅に位置し楕円形でさらにピット（径

第28号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調

1 須恵蓋 11.0 (2.5) Dl A H 

2 須恵高杯 (2 3) 11.1 F2 A I 

3 須恵蓋 19 0 (2 1) Dl A H 

4 昇： 13.2 (3 2) Al A E 

5 均； 11.0 3.7 Al A B 

6 杯 13.9 (2. 7) Al A B 
7 均； 11. 7 3.9 Al A B 

残存率

10 

25 

20 

10 

25 

10 

99 

出土位置 備 考

埋土 内面黒色、ヘラミガキ

カマド 口縁部、頸部催かに段をなす

No. 7 器肉厚く外面縦箆削り

埋土 口縁部外反、頸部斜め箆削り

埋土 日縁部小さく外反、頸部僅かに段をなす

カマド左袖 胴部僅かに膨らむ、外面縦箆削り

埋土 やや大形

カマド、 No.3、6 加熱により内面灰色、口縁、頸部段をなす

No. 5 口縁外反、頸部縦箆削りによる段をなす

埋土上層 底面箆削り

埋土 ロクロ右？回転

カマド、No.10、12、13 口縁部外反、頸部僅かに屈曲、縦箆削り

0.54m)状に掘り込まれる。 0.72X0.56m、深さ54cm

を測る。床面出土遺物はカマド焚き口付近と、北西部

P3付近で、後者は少量である。

掘り方は、カマド部分と中央部を掘り残し四周を掘

り込む形態で、南壁下は深い。

カマドは西壁中央から南寄りに設置され、煙道部は

屈折する。両袖に長甕が設置されていたようである。

燃焼部は箱形を呈し、 0.57X0.48m、深さ30cm前後

を測る。底面はよく焼けており、煙道部へは僅かな段

をなして移行する。煙道部は0.79X0.42mを測り、底

面ほぼ平坦で全体によく焼けていない。煙出し口から

長甕が倒立状態で出土している。袖部は僅かに地山を

掘り残し、灰褐色粘土及び黒褐色上を被覆して構築さ

れる。

図示した以外の出土土器総破片点数は、 730点であ

る。江形土器158点、高杯脚部1点、甕形土器571点であ

る。その他編物石が7個体と、 貝巣穴痕泥岩2個体（総

重量5.13g)が出土している。

出土位置 備 考

壁溝 口縁部小さく外反

埋士 ロクロ右？回転

No.16 ロクロ左回転

埋土 口縁部外反、稜部ヨコナデ＋箆削り

No.13 口縁部小さく外反、稜部ヨコナデ＋箆削り

貯蔵穴 稜部はヨコナデ、エ具＋箆削り

No. 3 口縁部小さく外反、稜部ヨコナデ＋箆削り

- 74 -



今井川越田遺跡

第63図 第28号住居跡（I)
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第28号住居跡土層註
1 褐色シルト 粘性有、焼土プロック少量、

パミス多量、ロームプロック多量

粘性有、焼土プロック微塁、

バミス多贔、礫少量、ロームプロ

ック多量

灰褐色シルト 焼土プロック少量、ロームプ

ロック微星

黒褐色シルト 粘性有、焼土プロック微星、

バミス少量、円礫微量、ローム

粒子多羅、ロームプロック多量

黒褐色シルト 焼土プロック少蓋、ローム粒、

ロームプロック多量

焼土粒、焼土プロック多贔、

天井部の崩落

粘性有、焼土粒、焼土プロッ

ク多量、炭化物少量

粘性有、焼土プロック微量、

炭化物多量

2
 

3
 
4
 

a 

b
 

c
 
d
 

褐色シルト

褐色シルト

褐色シルト

暗褐色シルト

2m 
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第64図 第28• 65号住居跡
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貯蔵穴土層註

l 暗褐色シルト

2

3

 

暗褐色シルト

暗褐色シルト

粘性有、焼土プロック少量、

ロームプロック少泣
粘性有、焼土プロック少量、

ロームプロック微益
粘性有、焼土プロック微籠、

ロームプロック微量

柱穴土層註

1 黒褐色シルト

2
 
黒褐色シルト

粘性有、焼土プロック微量、
バミス多盈、ロームプロック多星

粘性有、焼土プロック少量、

バミス少量、ロームプロック多罷

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

8 況； 10.8 3.3 Al A B 100 No. l 日縁部小さく外反、稜部ヨコナデ＋箆削り， 杯 11.0 3.6 Al A B 95 No. 7 ロ唇部肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り

10 杯 11.8 (3.2) Cl A E 10 稜部はヨコナデ、エ具十箆削り

11 杯 12.8 (3. 7) ACl A B 20 床下 段部は棒状工具による沈線

12 杯 13.2 (4.8) Al A B 25 埋土 段部はエ具ナデ

13 杯 13.5 (4. l) Cl A B 90 No.17 段部棒状工具沈線、稜部ヨコナデ＋箆削り

14 杯 12.5 6.1 D5 A B 60 No. 2 二次加熱で変色、稜部ヨコナデ＋箆削り

15 杯 15.6 6 5 ACl A B 95 No.11 口縁部小さく外反、稜部ヨコナデ＋箆削り

16 杯 14 2 7 8 ACl A E 40 埋土 内外面黒斑、段部は棒状工具による沈線？

17 椀 9 1 (2 4) Al A C 20 埋土 日縁部肥厚しほぼ直立

18 小 形甕 13.0 (5 7) AD2 A B 30 No. l 口縁部小さく外反、外面縦箆削り

19 壺 15.9 (4.3) C2 A D 10 埋土 ロ唇部沈線、段部は棒状工具ナデ

20 甑 (4.8) 10.1 AE5 A B 10 床下 大形単孔
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第65図 第28号住居跡出土遺物
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番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調

21 甕 22 2 (9.3) 8.0 AC2 A B 

22 小形甕 16.0 (7.0) AE5 A B 

23 甕 19.5 (9.5) AD2 A B 

24 甕胴部 (8. 7) 3 9 AD5 A B 

25 甕底部 (1. 7) 3 0 ACl A B 

26 甕 (17.5) 4.5 AD5 A B 

27 甕底部 (4. 7) 7.3 AD5 A B 

第65号住居跡（第64図）

K3L15グリッド付近に位置し、第4住居跡群に属する。

本住居跡は、第28号住居跡掘り方中で検出されたも

ので、同1打吾跡によってほとんど破壊されている。

平面形は不明確であるが方形か。規模は現在長

3. 40Xl. 50mを測る。主軸方位はN-89.5'-Wである。

柱穴は、第28号住居跡P2周辺に存在する 2本が伴

うと考えられる。

第35号住居跡（第66図）

K3K16グリッド付近に位置し、第4住居跡群に属

する。

新旧関係は第26号住居跡を切り完全に入れ子状と

第66図 第35号住居跡・出土遺物
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誓6

. I ◎:1  ¥ _g' 

必2

筵ミ必
］ 

a ； 
:| 

＼ 
B L一7980 B' 

2m 

出土位置 備 考

No. 6 口縁外反、頸部横箆削り

床下 口縁部外反、外面縦箆削り

カマド煙出し部 口縁部外反、外面縦斜め箆削りによる段

カマド 小形の底部、外面縦箆削り

No. 4 底面木葉痕

カマド、 No.17 底部厚く、外面一定方向の箆削り

貯蔵穴 底部周縁粘土貼付け

なる。カマドが存在せず竪穴状遺構としたほうが妥当

かも知れない。

埋土はほぼ黒褐色土の単一土層である。

平面形は西、南壁が斜行し全体に歪むが略長方形で、

3.44X 2.68m、深さ15cmを測る。主軸方位は N-22°―

Eである。

床は第25号住居跡埋士中に存在しほぼ平坦。

主柱穴は大形のものが1本、東壁下南よりに存在する。

壁は全体にやや斜行する。

床面直上出土遺物は少量である。編物石が南東隅で

集中的に出土している。

カマド、掘り方は存在しない。
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第35号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

1 杯 11.2 3.9 Al A C 70 埋土 段部はヨコナデ、棒状工具十箆削り

2 杯 13.0 (3. 7) Al A E 30 埋土 稜部ヨコナデ＋箆削り

3 杯 13.8 (3. 9) Cl A A 25 埋土 段部工具ナデ、稜部棒状工具＋箆削り

4 杯 11.4 (4 4) Cl B A 25 埋土 段部棒状工具、稜部棒状工具＋箆削り

5 甕底部 (3. 9) 6.9 AD2 A A 70 カマド 底面箆削り

6 甑底部 (6 4) 5.5 AD2 A C 50 No. 4 小形単孔、底面箆削り

7 土製支脚 12 1 (5.8) D2 A B 80 No. 5 円柱状、指頭及び工具ナデ

第40号住居跡（第67、68図）

本住居跡は、 K3L16グリッド付近に位置し、第24号

住居跡の下層に存在し、第30、45、46、158、159号住

居跡を切る。

第67図第40号住居跡(I)
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言冒 冒
柱穴土層註
1 黒褐色 粘性有、焼土プロック、炭化物粒微塁、

ロームプロック少量

2 黒褐色 粘性強、ロームプロック多量、バミスやや多蘇

3 黒褐色 粘性有、焼土プロック少最、ロームプロックやや多鼠

4 黒褐色 粘性有、焼土プロック微量、炭化物微量

第40号住居跡土層註
1 黒褐色 粘性有、焼土プロック、口＿ムプロック少量

2 黒褐色 砂質、粘性有、焼土プロック多塁、

ロームプロック少量
a 黒褐色 粘性有、焼土プロックやや多呈、

ロ＿ムプロック少量

b 黒褐色 粘性有、焼土プロックやや多嚢、

炭化物少星、ロームプロック少品

c 褐色 砂質、焼土プロック多量、口＿ムプロック少星

d 黒褐色 砂質、焼土プロック多星、炭化物少贔
e 黒褐色 粘性有、焼土多量、ローム粒、口＿ムプロック大益

f 赤褐色 粘性有、焼土多量、炭化物微星、ロームプロック少量
g 黄褐色 砂質、粘性有、焼土プロック、ロームプロック微量

2m 
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第68図 第30号住居跡・ 40号住居跡（2)
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平面形は第24号住居跡とほぼ重なり不明確である

が略長方形、 5.32X4. 72m、深さ15cmを測る。

主軸方位は N-56°-Wである。

床面は大部分が第24号住居跡掘り方と重複してお

り、不明確である。

壁はわずかに残り、ほぼ直立する。

主柱穴は2本で配置は整わない。柱穴間隔は P1P3

が1.80m、P3P4が0.92mを測る。他に壁溝のやや内

側に小ピット P2が存在する。さらに掘り方中から小

ピットカ検出された。貯蔵穴は存在しない。壁溝は南

東、南西壁の一部に存在する。

カマドは北東壁ほぼ中央部に設置され、裾部上層は

第24号住居跡によって削平されるが、灰褐色粘土貼付

けの基底部が僅かに残存する。燃焼部は箱形と考えら

れ0.68X O. 32m、深さ30cm前後を測る。焚き口の赤変

硬化は顕著。煙道部へ段をなして移行する。煙道部の

規模は1.19X0.42mを測る。

第69図 第40号住居跡出土遺物
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第40号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 口 径 器 高 底 径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

1

2

3

 

杯

杯

甕

10.9 

12.9 

18.7 

(2.0) 

(2. 7) 

(12.1) 

Al 

D2 

D5 

B

B

B

 

B

A

B

 

10 

10 

20 

埋土

埋土

カマド

ロ唇部肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り

風化摩滅顕著、段部ヨコナデ

日縁外反、頸部屈曲、外面縦箆削り
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第43号住居跡（第70、71図）

本住居跡付近から南側は第24号住居跡付近まで黒

褐色土が広く分布し、各住居跡範囲を確定することは

困難を極めた。本住居跡については、カマド柚の粘土

分布によって存在か確認され、住居跡範囲としては南

西壁力消揺できたのみである。確認段階で把握された

新旧関係は、第31、34号住居跡によって切られ、第64

号住居跡を切っている。埋土は自然堆積と考えられる

が、第34号住居跡の掘り方は断面では明瞭ではなかっ

た。全体の遺物出土量は多くはないが、ほとんどが埋

土中から出士している。中央部の石、炭化材も埋土中

からの出士である。平面形は南西壁がやや斜行するが、

略方形で5.36X5.04m、深さ30cm前後を測り、 主軸方

向は N-35°-Wである。床はほぽ平坦で、硬質面は

特に認められなかった。北隅部床面直上から編物石が

出土している。主柱穴は4本 (Pl、P4、P6、P7)で

1本は浅い。他に副柱的な2本か検出されている。貯

蔵穴は東隅部に位置し、略円形で径0.84m、底部はさ

第70図第43号住居跡(I)
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第43号住居跡土層註
1 暗褐色 焼土少量、口＿ム、ローム粒、口＿ムプロック多盈

2 暗褐色 炭化物、炭化粒少鼠、ローム、ローム粒多量

3 暗茶褐色 焼土、炭化物少鍼、口＿ム、ローム粒少量
4 黒褐色 焼土粒微葺、ローム粒、ロームプロック多景

5 黒色 焼土、炭化物少量

a 暗褐色 焼上、焼土粒多罷、焼土プロック大景、

炭化物少塁（天井部）

b 暗灰褐色 灰褐色粘上多位、焼土、焼土粒多望

c 暗赤褐色焼土大量
d 暗褐色 焼土、焼土粒少鼠、ローム、ローム粒少塁

e 暗褐色 硬質、焼土、焼土粒少量、ローム、ローム粒大量
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第71図
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らに深さ30cm前後掘り込まれ、径0.36mの円形をな

す。壁の遺存状態は比較的良好で、深さ30cm前後掘り

込まれる。壁溝は竃部分以外を巡り、部分的に途切れ

る。南西壁下ほほ中央部にやや浅いピッ トが配置され

る。掘り方は周辺部を掘り込みほぼ中央部を掘り残す

形である。東壁下壁溝中に15~20cm間隔で小ピットが

十数力所検出された。鼈は北東壁中央部からやや南側

第43号住居跡出土遺物観察表

に設置され、遺存状態は良好である。燃焼部は箱形で

0. 65X O. 50m、焚き口の赤変硬化が顕著である。甕破

片が出土している。煙道部への移行は平坦で壁から

0.6m程凸出し、上層部は第31号住居跡鼈によって切

られる。袖は掘り方埋め戻し後の構築で、 地山を芯材

とし暗褐色粘質土を被覆する。

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

1 均； (12.8) (2.8) AD1 A B 10 埋土 ロ唇肥厚、稜部ヨコナデ十箆削り

2 杯 (14 0) (30.1) AD1 A A 20 埋土 口唇沈線、稜部ヨコナデ＋箆削り

3 況： (12 9) (2. 7) AD1 A B 10 カマド 稜部ヨコナデ（未調整残る）＋箆削り

4 杯 (12.8) (2.9) AD1 A B 10 埋土 稜部ヨコナデ（未調整残る）＋箆削り

5 杯 13.4 4.5 Al A C 60 No. 6 稜部ヨコナデ、棒状工具十箆削り

6 杯 (12. 7) (3.1) ADl B A 10 埋土 段部棒状工具沈線、稜部ヨコナデ＋箆削り

7 杯 14.1 4.1 AD2 A A 30 埋土 稜部ヨコナデ、棒状工具＋箆削り
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今井川越田遺跡

第72図 第43号住居跡出土遺物

□ 
ミ 5

ー〗

こ
□ 
ロ

：□□□ 
口

こ 6

： 
＼ 

□
 

口
こ

口

三
ーーロ言ニー 11

10 ~亨―``‘‘‘\、ヽ
ヽ
ヽ

¥ ¥L.1____J/ / 
‘’  ‘’  
‘‘、/
ヽ／
‘‘’’  ‘̀‘̀ /' 

U,B 
---------

14 

‘̀ ＼ 
＼ 
ヽ
ヽ

（： 
＼ 
I 

I 
I 
／ 
／ 
／ 

＇ ／ 
、／

/‘り

-------

戸
--- -

I 、― `
20 

10cm 

23 

番号 器種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

8 坪 14.3 4 3 Al A B 40 埋土 黒斑、稜部ヨコナデ＋箆削り， 杯 (12.3) (2.4) ADl A A 10 埋土 口縁部内傾、稜部ヨコナデ＋箆削り

10 杯 (14. 0) (3.0) AE2 B B 10 埋土 器肉厚い、稜部ヨコナデ＋箆削り

1 1 均； 13.9 4.0 ADl A A 40 埋土 器肉薄い稜部ヨコナデ、棒状工具＋箆削り

12 均； (12.8) (3 9) AE2 A D 10 埋土 口縁大きく外反、稜部ヨコナデ＋箆削り

13 杯 (14.0) (4.3) Cl A F 25 埋土 口唇部沈線、稜部ヨコナデ＋箆削り

14 椀 (13.1) (5.3) A5 A B 20 埋土 器肉厚い、稜部ヨコナテ＋箆削り

15 甕底部 (3.9) 6.1 E2 A E 80 埋土 器肉厚い、底面箆ナデ

16 甑底部 (2.8) 5.6 D2 A B 80 No. l 7孔、器肉厚い

17 甑底部 (3.3) (10.3) A5 A B 10 カマド 単孔、胴部縦箆削り、内面指頭ナデ

18 壺日縁部 (20.2) (4.3) ADl A B 10 埋土 外面工具ナデ、段部は棒状工具による沈線

19 甕底部 (8.0) 4.1 E4 A B 20 カマド 胴部縦箆削り、底面箆ナデ

20 甕口縁部 (17.5) (4.5) E5 A B 25 No. 2 内面黒斑、頸部僅かに屈曲、外面縦箆削り

21 高杯脚部 (9. 7) (1 6. 1) Al B C 30 カマド 長脚、外面箆ナデ、内面箆削り

22 土製支脚 10.5 5.5 AD2 A B 90 カマド 円柱状、外面指頭ナテ｀
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第64号住居跡（第60図）

本住居跡は K3L15グリッド付近に位置し、第4住

居跡群に属する。第26、43号住居跡によって切られる。

埋土は黒褐色土のほほ単一土層である。遺物は全て

埋土中の出土である。

平面形は重複顕著で不明確であるが方形、規模は

4. 05X 4. OOm、深さ10cm前後を測る。

主軸方位は N-4.5°-Wである。

床は凹凸がある。貼り床は存在しない。

柱穴等の施設は検出できなかった。

カマドは北壁に設置されていたものと考えられる。

第45号住居跡（第73図）

第11号住居跡及び周辺部Grid下げ段階で、 北東壁

が部分的に検出され、第17号1担居跡床面直上で中央部

から北よりに黒色土の落ち込み （本住居跡南東壁東半

部）力渇碑された。他の壁はさらに住居跡が重複して

いるため確認されていない。

確認段階で把握された新旧関係は、第17、22、23、

44号住居跡によって切られ、第29号住居跡を切る。

埋土が北東壁部分に僅かに残っていた。南東壁（第

17号1む吾跡床面上で確認）残存埋土はごく少量である。

いずれも堆積状態を把握できるほどではない。

第73図 第45号住居跡・ 46号住居跡(I)
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第45号住居跡柱穴土層註
1 黒褐色 硬質、焼土、焼土粒、炭化物少量、

ローム、ローム粒少量

2
 

3
 

第45号住居跡貯蔵穴土層註
1 黒褐色 焼土、焼土粒、炭化物多量、ローム、

ローム粒多量、ロームプロック少益

焼土、焼土粒多量、焼土プロック、

炭化物少量、ローム、ローム粒、

ロームプロック少量

灰褐色粘土、焼土プロック少量、

ローム、ローム粒、ロームプロック多屈

黒褐色

暗褐色

O
L'69
1
1
1
<
 

2m 

- 84 -



今井川越田遺跡

第74図 第45号住居跡出土遺物
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第45号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口 径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

1 杯 (13.0) (4. 7) Al A B 20 貯蔵穴 口縁外反稜部ヨコナデ、棒状工具＋箆削り

2 況； 12.2 (4 8) Al A B 20 埋上 器肉厚い、稜部はヨコナデ＋箆削り

3 況； (13 0) (5 2) Al A B 10 貯蔵穴 口縁外反、稜部はヨコナデ＋箆削り

4 坪 (13 0) (5.1) Cl A E 10 埋士 口縁外反内面肥厚稜部はヨコナデ＋箆削り

5 耐 杯 (19.0) (4.2) Al A B 10 貯蔵穴 ロ唇尖る

6 小形甕 15.0 (10 0) Al A B 50 床下 内外面黒斑、外面縦箆削り、二次加熱？

7 甕 (20.4) (7.2) Dl B B 40 埋士 ロ唇尖る、外面横箆削り、 二次加熟

8 砥 石 長径17.5X巾4.2~8.5(cm)

第46号住居跡（第72、74図）

K3L16グリッド付近は現耕作上直下に於て住居跡

の存在することは把握できたが、平面形、鼈等は全く

とらえることができなかった。グリッド下げの結果、

住居跡の重複が少なくとも 2~3軒存在することが

判った。第45号111居跡西壁際に略円形の焼土分布力糟忍

められ、煙出し日と考えられた。同住居跡内側で竃柚

崩壊粘土が検出され、重複する第24、40号住居跡鼈撤

去後ほほ範囲確定された。南壁については不明瞭で推

定部分が大きい。

確認段階で把握された新旧関係は、第17、24、25、

28、35、40号住居跡によって切られ、第45号住居跡を

切る。

埋土はほとんど残存しておらず、上述の住居跡が本

1主居跡を掘り込んだ痕跡も確認できるほどではなく、

堆積状態は不明確である。

平面形はカマド対壁が若干歪むが略長方形、 4.64X

4.24mを測る。主軸方位は N-90°-Wである。

床硬質面はなく全体に柔らかく、ほぼ平坦である。

壁は残存部分ではほぼ直立する。壁溝がカマド対壁

～南西隅に部分的に検出されている。

主柱穴は4本で、 P4(Plで一部）では柱痕跡力咽出i

された。整った配置である。

貯蔵穴状の略円形の掘り込みがカマド右側、掘り方

中から検出されている。0.38X O. 45mを測る。若干の

の士器片が出土している。

掘り方は中央部を掘り残し、四周を掘り隅部がさら

に凹む形である。

カマドは東壁やや南寄りに設置され、粘土貼付けの

袖部が僅かに残存していた。燃焼部は箱形を呈し、煙

道部へは段をなして移行していたと考えられる。
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第75図 第46号住居跡(2)
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暗褐色

暗灰褐色

暗灰褐色

暗灰褐色

黒灰色

暗赤褐色

暗灰褐色

2m 

第46号住居跡土層註
1 黒褐色 焼土、焼土粒、炭化物、白色粒少屈、

ローム、ローム粒多罷、ロームプロック少量

ローム、ローム粒多星

焼土、炭化物少贔

砂質、焼土、炭化物少屈、ローム、ローム粒少輩

砂質、焼土、焼土プロック多量

灰褐色粘土、炭化物多量、焼土プロック大量

焼土多蘊

砂質；焼土微絋、ローム、ローム粒多蜀

第46号住居跡柱穴土層註
1 黒褐色焼土、炭化物少贔、ローム、ローム粒多星
2 灰黒色 粘土、ローム、ローム粒、ロームプロック大贔

3 黒褐色 焼土、炭化物微鑓、ローム、ローム粒、
ロームプロック多輩

暗黄褐色 ローム、ローム粒大品4
 

第46号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 口 径 器 高 底 径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 考

1

2

3

 

杯

杯

杯

13.0 

13.2 

(13.0) 

(4.5) 

(4.8) 

(4.3) 

Al 

Al 

Al 

B

B

A

 

C

B

B

 

25 

25 

10 

埋土

埋土

埋土

備

口縁外反、稜部はヨコナデ＋箆ケズリ

口縁外反、稜部ヨコナデ、 エ具＋箆ケズリ

口縁外反、稜部工具ナデ＋箆ケズリ
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今井川越田遺跡

第76図 第46号住居跡出土遺物
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番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

4 況； (13 6) (4.6) AC2 A A 25 埋土 口縁外反、稜部工具ナデ＋箆ケズリ

5 況； 12.2 (4.1) CD2 A E 20 埋上 ヨコナデ有段、稜部棒状工具＋箆ケズリ

6 昇： 02.8) (4.2) CD2 A C 10 埋土 沈線有段、稜部は棒状工具＋箆ケズリ

7 況； 03.6) (4.0) ADl A B 20 埋土 稜部はヨコナデ、棒状工具＋箆ケズリ

8 小形甕 (13.1) (6.6) AD5 B B 20 埋土 外面横箆削り， 高 杯 17.0 (4.6) ACl A C 25 埋土 ヨコナデ有段、稜部は棒状工具＋箆ケズリ

10 甕口縁部 (16.6) (3.6) B2 A A 10 埋土 外面沈線

11 甕口縁部 (17.8) (6 4) E5 B C 10 埋土 外面縦箆削りによる段

12 壺底部 (4 5) 6.5 D5 A A 70 埋土 底而一定方向の箆削り

13 甕底部 (7 4) 7.8 A5 A B 25 埋土 底面木葉痕

14 甕 16.0 (14 4) A4 B C 20 埋土 日縁外反、頸部縦箆削りによる段

15 土製支脚 3.4 (6.1) Al B B 50 埋土 円柱状、中実

第79号住居跡（第184図）

本住居跡は K3L15グリッド付近に位置し、第4住

居跡群に属する。

第28、159号住居跡によって住居跡の大部分を切ら

れ、かろうじて残存するのは北西壁～西隅部分のみで、

詳細は不明である。

第158号住居跡（第77図）

本住居跡は K3L15グリッド付近に位置し、第4住

居跡群に属する。第16、30、40号1柑国跡によって大部

分を切られ、残存するのは西壁～北西隅部分のみであ

る。主軸方位は N-30"-Wである。

規模は現在長4.44X0. 77m、深さ5cm前後と浅い。

第159号住居跡（第77図）

本住居跡は K3L15グリッド付近に位置し、第4住

居跡群に属する。第28、40、82、158号住居跡によって

大部分を切られ、西壁と北壁部分が残存する。主軸方

位は N-39.5°-Wである。

規模は現在長5.46X4.10m、深さ 5cm前後を測る。

埋土中に多量の炭化物、焼土を含む。図示できる出

士遺物はない。
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第77図第158• 159号住居跡
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5.第 5住居跡群

第31号住居跡（第79図）

本住居跡は K3Jl5グリッ

ド付近に位置する。

第5住居跡群は散開状を呈

するが、本住居跡は同住居跡

群の南側に位置する。南側の

第4住居跡群の主体とはやや

距離を置いている。

新旧関係は、本住居跡が第

43、32号住居跡を切る。

平面形は西、南壁以外は不

明確であったが台形状乃至長

方形で、規模は3.76X 3.07 

m、深さ17cmを測る。

主軸方位は N-100°-W

を測る。

床は全体に柔らかく、地山直上に構築される。貼り

第78図第 5住居跡群
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床は存在しない。壁は南、西壁がやや傾斜する。壁溝、

柱穴、貯蔵穴等は検出されなかった。

カマドは西壁の南寄りに設置される。燃焼部底面は

ほぼ平坦で、焚き口付近が比較的良く焼けている。規

模は0.44X O. 40m、深さ0.15mを測る。燃焼部と煙道

部の境界は不明瞭である。煙道先端部は幅狭い。規模
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第79図第31号住居跡(I)

今井川越田遺跡
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第31号住居跡
1 暗褐色 ローム、ローム粒少量、焼土、焼土粒少量、

炭化物粒少量、白色粒少量

2 暗褐色 ローム、ローム粒少量、焼土、焼土粒少量、

炭化物粒少量、白色粒少星、灰褐色粘土少量

は0.66X0. 30mを測る。袖部は暗灰褐色粘土を主体に

して構築される。カマド壁はほとんど掘り込まれない。

出土遺物は少贔で、全て埋土中の出土である。出土

第31号住居跡出土遺物観察表

a 暗褐色 灰褐色粘土少量、焼土、焼土粒多贔

b 暗灰褐色 灰褐色粘土多量、焼土少、炭化物少量、ローム少量
c 暗灰褐色 灰褐色粘土多贔、焼土、焼土プロック多屋、炭化物粒少量

d 暗褐色 灰褐色粘土少量、焼土、焼土プロック、炭化物多量

遺物の総破片点数は256点である。杯形土器が84点、甕

形土器が172点である。図示した以外に貝巣穴痕泥岩

1個体 (0.74g)がある。

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

1 杯 (12 0) (2 4) Al A C 10 埋土 摩滅顕著

2 杯 (13 1) (3 3) D1 A B 10 埋土 摩滅顕著

3 甑 (2.0) (6.0) A2 A F 10 埋土 多孔か？

4 甑 (1 6) (5.6) D2 A A 10 埋土 多孔

5 土製紡錘車 上径6.5X下径4.5X孔径0sx厚さ1.7 (cm)、重量49g 

第32号住居跡（第80図）

本住居跡は K3115グリッド付近に位置する。

第33、34、44号1主居跡に囲まれ、 3m前後の距離を

置く。新旧関係については本1打吾跡が第43号住居跡力

マド部分を切り、第31号住居跡によって南半部を切ら

れ西壁を共有する。

平面形は南北方向に長軸をもつ長方形。規模は

5.03X3.92m、深さ15cmを測る。

主軸方位は N-81°-Eを測る。

床は不明瞭で全体に柔らかく、第31号住居跡床面と

ほぼ同一面をなす。地山直上に構築され、貼り床、掘

り方は存在しない。
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第32号住居跡

1 暗褐色 ローム、ローム粒、ロームプロック多量、焼土、

焼土粒、焼土プロック少量、白色粒少量

2 暗褐色 ローム、ローム粒、ロームプロック大量、

焼土、焼土粒、焼土プロック少蘊、白色粒少鍵

a 暗褐色 灰褐色粘土少量、焼土、焼土粒多量

b 暗灰褐色灰褐色粘土多量、焼土少量、炭化物少量、
ローム少量

c 暗灰褐色灰褐色粘土多羹、焼土、焼土プロック多泣、

炭化物粒少
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第81図 第32号住居跡出土遺物
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壁は残存する部分ではやや傾斜する。壁溝、柱穴、

貯蔵穴は存在しない。

カマドは東壁やや北寄りに設置される。燃焼部底面

はやや掘り込まれ、焚き口部分が良く焼けている。規

模は0.SOX0.36m、深さ0.21mを測る。燃焼部奥壁か

ら緩い段をなして煙道部へ移行する。煙道部底面は壁

外に向かって緩く立ち上がる。規模は0.86X O. 36mを

第32号住居跡出土遺物観察表

測る。袖部は暗灰褐色粘土を主体にして構築される。

カマド壁は掘り込まれず、明瞭な掘り方は存在しない

が、左袖下部は楕円形状のピット（径27X20cm)力鳴

り込まれる。

杯形土器の主体は小形で口縁部外反するものである。

須恵器蓋は混入。その他編物石が4個体、貝巣穴痕泥

岩が5個体（重量7.58g)出土している。

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

1 須恵蓋 13.3 (4 4) Dl A H 10 埋土 ロクロ左？回転

2 杯 11.1 (2 3) Al A C 20 カマド 稜部はヨコナデ、未調整部分残る

3 杯 13.1 (2 1) Al A B 10 埋土 稜部はヨコナデ＋箆削り

4 杯 14.9 (3 1) A2 A C 10 カマド 段部ヨコナデ、稜部ヨコナデ＋箆削り

5 杯 11. 9 (1 9) D1 A B 20 No. 5 砂質稜部はヨコナデ＋箆削り

6 杯 12 3 3.2 Cl A B 30 No. 5 稜部はヨコナデ＋箆削り

7 杯 11.2 3.3 Dl A A 90 No. 2 口縁部小さく外傾、稜部ヨコナデ＋箆削り

8 杯 13.1 (3 1) Cl A E 10 掘り方 口縁部直立、稜部ヨコナデ、エ具＋箆削り

9 杯 14 1 (4 4) Al A B 10 No. 5 日縁部小さく直立、稜部ヨコナデ＋箆削り

10 甕 20 2 (3 5) D2 A E 20 カマド 頸部まで縦箆削り

11 底 部 (2 4) 5.2 E4 A B 70 No. 3 底面箆削り

12 小形台付甕 8 7 (10 8) A4 A C 90 No. 4 風化摩滅顕著、器壁博い。

第33号住居跡（第82図）

本住居跡はK3Hl5グリッド付近に位置する。

第32号住居跡と第42号住居跡のほぼ中間に存在し、

第 1 号掘立柱建物跡を切って本住居跡カマドか~『築さ

れている。

平面形はカマド壁がやや歪む長方形で、規模は

2.92X2.70m、深さ10cmを測る。

主軸方位は N-82"-Eを測る。

床は不明瞭で全体に柔らかい。掘り方は四周を掘り

残し、中央部を楕円形状に掘り込む。貼り床は存在し
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第82図 第33号住居跡
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柱穴土層註

1 黒褐色シルト
2 黒褐色砂質シルト

3

4

 

黒褐色シルト

黒褐色シルト

粘性強、ローム粒、ロームプロック多量
粘性強、焼土プロック、炭化物やや多羅、
ロ＿ムプロック微量
粘性有、炭化物少量、バミス微蜃
粘性有、ロームプロック少蘇

4

5

 
6

a

 b
c

 

暗褐色砂質シルト

灰黄褐色砂質シルト
2m 

第33号住居跡土層註
l 黒褐色シルト 粘性強、焼土プロック少鼠、

パミス微益、口＿ムプロック微盈
黒褐色シルト 粘性強、バミス微益、ローム

粒子やや多贔、口＿ムプロック微屈
黒褐色シルト 粘性有、焼土粒微星、バミス微鼠、

ローム粒子やや多量、口＿ムプロック微最
暗褐色シルト 粘性有、バミス微量、ロームプロックやや多量
黒褐色シルト 粘性有、焼土プロック、炭化物少鍼、

バミス微屈、口＿ムプロック少量
黒褐色シルト 粘性有、焼土微輩、ロームプロックやや多鼠
黒褐色シルト 粘性強、焼土プロック少塁、

バミス少量、ロームプロック少量
粘性有、焼土粒微戯、ロームプロック少量
粘性有、焼土プロックやや多量、
炭化物少量、バミス微監、ロームプロック少益

ない。出土遺物は主にカマド右袖付近に分布する。

柱穴は3本で、いずれも柱痕跡が検出されている。

Plは大形で径40cm、深さ35cm、P2は径34cm、深さ30

cm、P3は径30cm、深さ32cmを測る。柱穴間隔は P1P2

が0.51m、P2P3が2.18m、P1P3が1.89mを測る。

柱穴配置は P1P3がカマド軸に直交する。掘り方内で

カマド軸方向に小ピットが2カ所検出されている。

壁はやや傾斜する。壁溝、貯蔵穴は存在しない。

カマドは東壁ほぼ中央部に設置される。カマド壁は

カマド部分で僅かに段をなす。燃焼部底面はやや掘り

込まれ、それ程焼けていない。規模は0.52X O. 27m、

深さ0.18mを測る。燃焼部から煙道部へはそのまま移

行し、煙道部底面はほぼ平坦。規模は0.76X0.23mを

測る。袖部は灰褐色粘土を主体にして構築される。カ

マド壁は掘り込まれず、両袖下部は径20cm程の円形

ピットカ嗚り込まれる。

出土遺物の総点数は99点と少量で、そのうち杯形土

器片が32点、高杯形土器片が1点、甕形土器片が66点

である。杯形土器の主体は小形の口縁部が外反するも

ので、少量の口縁部が小さく直立するものが混じる。
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第83図 第33号住居跡出土遺物
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第33号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器瓶 底径 胎土 焼成 色調

1 須恵蓋 12.0 (2.3) D1 A I 

2 士不 10.6 (2. 9) Al B A 

3 坑； 10.2 2 6 Cl A B 

4 杯 11.6 (3.3) Cl A B 

5 杯 10.8 (2.4) Al A B 

6 杯 11.0 (2 8) Al A B 

7 杯 12.4 (4 0) Al A B 

8 昇： 12.1 (3.8) ACl A E ， 埒； 10.3 (3.5) Al A A 

10 均： 11.4 4.2 Al A A 

11 杯 11.1 3.2 CDl A B 

12 鉢 19.6 (6.0) C2 A A 

第34号住居跡（第84図）

本住居跡は K3Jl4グリッド付近に位置する。

第31、32号住居跡の西側、第5住居跡群の南西端部

に存在する。新旧関係は本住居跡が第43号住居跡を

切って構築されている。

平面形は方形で、規模は3.98X3.74m、深さ20cmを

測る。主軸方位は N-77°-Eを測る。

床は北半部は地山直上に構築され、貼り床は存在し

ない。南半部は対角線状に掘り方が存在し、掘り方埋

め戻し土の直上に床面力淋精［され、やはり貼り床は存

在しない。

柱穴は4本で、 P2から柱痕跡力咽拙されている。 Pl

残存率

10 

25 

30 

50 

20 

20 

20 

20 

90 

80 

80 

10 

10cm 

出土位置 備 考

埋土 ロクロ左 ？回転

埋土 日唇部肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り

No. 3 日唇部肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り

床直 稜部ヨコナデ、エ具＋箆削り

埋土 外面黒斑、稜部ヨコナデ、エ具＋箆削り

埋土 体部薄い、稜部ヨコナデ＋箆削り

No. 4 日縁部外面箆痕跡

埋土 稜部はヨコナデ＋箆削り

No. 2 外面黒斑、稜部はヨコナデ＋箆削り

No. l 黒斑、稜部はヨコナデ＋箆削り

No. 4 黒斑、口縁部肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 口縁部肥厚、段部ヨコナデ

は径38cm、深さ 9cm、P2は径42cm、深さ50cm、P3は

径30cm、深さ50cm、P4は径35cm、深さ 8cmを測る。

柱穴間隔は P1P2が1.87m、P2P3が1.95m、P1P3

か‘1.73m、P3P4が2.27mを測る。

柱穴配置はほぼ方形に配置されPl、P4がカマド両

袖軸に接近する。掘り方内で小ピットが4カ所検出さ

れている。 P5はカマド対壁のほぼ中間にある。

壁はやや傾斜する。壁溝がカマド部分及び北西隅を

除いて設置される。貯蔵穴は存在しない。

カマドは東壁僅かに南よりに設置される。燃焼部底

面はやや掘り込まれ、比較的良く焼けている。規模は

0.98X0.52m、深さ0.26mを測る。燃焼部から煙道部
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第84図 第34号住居跡
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第 34号住居跡土層註
1 暗褐色 焼土少最、ローム、口＿ム粒子多量、口＿ムプロック多量
2 暗褐色 炭化物、炭化粒少量、ローム、口＿ム粒子多量

3 暗茶褐色 焼土、炭化物少量、ローム、ロ―ム粒子少羅

a 暗褐色 焼土、焼土粒多羅、焼土プロック大羅、炭化物少量

b 暗灰褐色 焼土、焼土粒子多星、灰褐色粘土多量

c 黒褐色 焼土、焼土粒少量、ローム、ローム粒子少昼

d 黒灰色 焼士、焼土粒大星、炭化物多鍼、灰褐色粘土

e 暗赤褐色焼土大量
f 暗褐色 硬質、焼土、焼土粒少塁、ローム、ローム粒子大鼠

冒 □ 瓢露3 旦'

C_L=70.00 ~• 

冒
F_L=70.00 F' 

冒

柱穴土層註

1 黒褐色

10cm 

2

3

4
 

焼土粒、炭化物粒微址、ロームプロ

ック少量

暗褐色 粘性強、焼土、バミスやや多羅、ロ
ームプロック多益

黒褐色焼土プロック、炭化物少塁、ローム

プロックやや多量

黒褐色 粘性有、焼土、焼土プロック微贔、

炭化物微証
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第85図 第34号住居跡出土遺物
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ヘ緩い段をなし移行する。煙道部はやや短く、底面は

緩く立ち上がる。規模は0.61X0.34mを測る。袖部は

灰褐色粘土を主体にして構築される。カマド壁は掘り

込まれない。

第34号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調

1 須恵蓋 (11 9) (2 9) Dl A I 

2 杯 (10 1) (1 9) Cl A F 

3 況： (11 1) (2 7) Al A B 

4 坪 11.0 3.2 Dl A B 

5 杯 10 2 3 2 Dl A C 

6 杯 (10 9) (2 9) Al A A 

7 杯 (13.1) (3.2) A2 A B 

8 杯 (13 1) (3 5) Cl B A 

第36号住居跡（第86図）

本住居跡はK3117グリッド付近に位置する。

第42、44号住居跡と供に第5住居跡群の南東端部に

存在する。本住居跡は第42号住居跡と極く僅かな間隔

を保っており、かろうじて重複していない。

平面形はカマド対壁が斜行する台形状乃至方形で、

規模は3.36X 3. 24m、深さ30cmを測る。 主軸方位は

N-35°-Eを測る。

床は掘り方埋め戻し土の直上に構築され、貼り床は

存在しない。ほほ壁溝部分を除き、四周に沿ったやや

内側から中央部にかけて掘り方が存在し、掘り込みは

深い。

柱穴は2本で、 Plは位置的にカマドに伴う施設と

考えられる。P3から浅い柱痕跡力惰泊iされている。Pl

は径39cm、深さ46cm、P2は径42cm、深さ47cm、P3は

径35cm、深さ20cmを測る。柱穴間隔は PlP2が1.18m、

残存率

10 

10 

20 

30 

100 

10 

10 

10 

□ 
出上遺物の総点数は99点と少量で、そのうち杯形上

器片が32点、高杯形土器片が1点、甕形土器片が66点

である。杯形土器のうち小形で口縁部が小さく外反す

るものか特徴的である。

出土位置 備 考

埋土 ロクロ右？回転

埋土 ロ唇部肥厚、内外面黒色処理

埋土 ロ唇肥厚、黒斑、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 口縁肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り、黒斑

No. l 稜部ヨコナデ、エ具＋箆削り

埋土 有段日縁杯、段部ヨコナデ

埋土 内面黒色、段部ヨコナデ

埋土 口縁部小さく外反、稜部ヨコナデ＋箆削り

掘り方内ピットとの距離は P2P6が1.95m、PlP6が

2.28mを測る。柱穴配置は直線乃至三角形状。南東壁々

溝中にピットは殆ど検出されなかったが、その対壁及

び南西壁々溝中から一部壁溝からずれるが、多数の小

ピットカ検出されている。

壁はやや傾斜するが掘り込みはしっかりしている。

壁溝はカマド部分及び北、東隅を除いて設置される。

貯蔵穴は存在しない。

カマドは北東壁の北隅寄りに設置され、カマド壁は

カマド部分で僅かに段をなす。燃焼部底面はやや掘り

込まれ、比較的良く焼けている。規模は0.76X0.5lm、

深さ0.34mを測る。燃焼部奥壁から煙道部へは段をな

して移行する。煙道部底面はほぼ平坦で、規模は

l.06X O.35mを測る。袖部は灰褐色粘土を主体にして

構築される。カマド壁は掘り込まれず、左袖は壁溝上

に構築されている。

- 95 -



第86図 第36号住居跡
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第36号住居跡土層註
1 黒褐色シルト 粘性有、焼土プロック少羅、パミス微足、小礫微旦、

ロームプロック微塁

黒褐色シルト 粘性有、焼土粒微量、炭化物、バミス微鼠、

ロームプロックやや多呈

3 黒褐色シルト 粘性有、焼土プロック、炭化物微塁、パミス微量
4 極暗褐色シルト 粘性有、焼土プロックやや多量、炭化物大量、

バミス微鼠、ロームプロック微旦

黒褐色シルト 粘性有、焼土粒微量、バミス微量、ロームプロック微量

暗褐色シルト 粘性有、焼土、炭化物微量、バミス微量、ロームプロック微星

黒褐色砂質シルト 粘性有、炭化物微量、バミス微星、ロームプロック少羅

2
 

5

a

b

 

c
 
d
 

e
 

C' 

黒褐色砂質シルト

黒褐色砂質シルト

黒褐色シルト

柱穴土層註

1 黒褐色砂質シルト

2
 
褐色シルト

_O) 

y
 

0
o
・o
L
1
1
T
V
 

2m 

E L-70.00 E' 

粘性有、焼土微量、バミス微量、

ロームプロックやや多量

粘性有、焼土粒、焼土プロック

多羅、バミス少量、 （天井部崩落）

粘性有、焼土プロック微星、

バミス微量、ロームプロック微鼠

粘性有、焼土プロックやや多羅、

バミス微鑓、ロームプロック少塁

粘性有、焼土、炭化物微菫、

バミス微蘊、ロ ームプロック微最
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第87図 第36号住居跡出土遺物
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第36号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 ロ 径 器高 底径 胎上 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

1 杯 12.0 (2.3) ADl A B 10 口縁部小さく外反、稜部ヨコナデ＋箆削り

2 杯 12.9 (2.9) Dl B F 10 埋土 段部横ナデ、稜部ヨコナデ＋箆削り

3 杯 12.9 (2. 7) Al A C 10 埋土 口縁部外反、稜部ヨコナデ、 エ具＋箆削り

4 杯 12.9 (3.5) ADl A E 10 埋土 砂質、口唇肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り

5 杯 11.8 4.1 Al A E 60 埋上 段部ヨコナデ、稜部棒状工具＋箆削り

6 杯 13.0 3.5 Al A C 60 No. 5 稜部ヨコナデ＋箆削り

7 杯 13.0 4.7 Al A E 80 No. 5 稜部ヨコナデ、棒状工具＋箆削り

8 杯 14.7 (3.3) Al A A 10 カマド 段部工具ナデ、稜部工具ナデ＋箆削り， 杯 17.4 3.5 AE5 B D 30 No. 7 段部ヨコナデ、稜部ヨコナデ十箆削り

10 椀 9.1 (3.1) Al A C 10 カマド 口縁肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り

11 高杯脚部 (2.9) 12 0 Al A B 10 埋土 内面箆削り

12 杯 18.1 (10.4) AE5 B D No. 7 内黒段部ヨコナデ、稜部ヨコナデ＋箆削り

13 土 錘 長径(5.7)X最大径15X孔径0.5(cm）、 重鼠11.7 g 

第37号住居跡 （第88図）

本住居跡はK3Gl6グリッド付近に位置する。

条里坪境界区画溝の北側にあり同溝による攪乱顕

第37号住居跡出土遺物観察表

著。第5住居跡群の北東端部に存在し現状では単独で

存在するが、周辺部から比較的多量の遺物が出土して

おり、周辺にも住居跡が存在していたことが想定され

番号 器 種 口 径 器 高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

1 須恵高杯 (7.5) Dl A G 70 埋土 ロクロ左？ 回転、透かし3方、 2段

2 埒； (10.8) (2.2) Al A E 20 埋土 口縁部小さく 外反、稜部ヨコナデ＋箆削 り

3 杯 (11 9) (2. 7) Al A C 10 埋土 段部ヨコナデ、稜部ヨコナデ＋箆削り

4 況； (12 0) (2 5) ACl A E 10 埋土 口縁部小さく直立、稜部ヨコナデ＋箆削 り
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第88図第37号住居跡
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第37号住居跡土層註

1 暗褐色 鉄斑顕著、焼土、焼土粒多量、炭化物多量、

ローム、ローム粒多量

2 黒褐色 白色粒少量、ローム、ローム粒、ロームプロック少贔

る。

平面形は略長方形で、規模は現状

で4.20X 3.82m、深さ18cmを測る。

長軸方位は N-71°-Eを測る。

床は地山直上に構築され、貼り床、

掘り方は存在しない。

柱穴、壁溝、貯蔵穴等は存在しな

い。カマドは不明である。

出土遺物は攪乱顕著にもかかわら

ず比較的多数出上した。

2m 

第41住居跡（第90図）

今井川越田遺跡の古墳時代集落の

ほほ北限に位置する住居跡である。

水田耕作土直下での遺物の出土に

より遺構の存在力哨宿認された。周辺

部分は比較的広範囲にわたって黒色

士が分布する。

現農業用水路（第4号溝跡）が交

差する部分で葦の根による攪乱が顕

著である。

大略北半部のみ残存し、南北方向

に長軸を持つ黒褐色土の略方形の範

囲である。隅部は曲線ではなく、直

第89図 第37号住居跡出土遺物

ー ［ニJ/□口： 二`［

こ三口］ロニ—-£

ニロ12 □□15

こ 3 010cm  
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今井川越田遺跡

第37号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器嵩 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

1 須恵高杯 (7.5) D1 A G 70 埋土 ロクロ左？回転、透かし 3方、 2段

2 杯 (10.8) (2.2) Al A E 20 埋土 口縁部小さく外反、稜部ヨコナデ＋箆削り

3 杯 (11 9) (2 7) Al A C 10 埋土 段部ヨコナデ、稜部ヨコナデ＋箆削り

4 杯 (12 0) (2 5) ACl A E 10 埋土 口縁部小さく直立、稜部ヨコナデ＋箆削り

5 杯 (11 9) (2 8) ADl A B 10 埋士 段部ヨコナデ、稜部棒状工具＋箆削り

6 杯 (11. 9) (2. 9) Al B A 10 埋土 稜部工具ナデ？十箆削り

7 杯 (12 0) (4 5) Al B E 20 埋土 稜部棒状工具＋箆削り

8 杯 02.9) (3 4) ADl B B 20 埋土 口縁僅かに内湾、稜部棒状工具＋箆削り

9 杯 (12.0) (4 1) Al B E 埋土 稜部棒状工具＋箆削り

10 杯 (13.0) (3. 7) Al B C 10 埋土 段部工具ナデ、稜部棒状工具＋箆削り

11 況； (12.8) (3.8) Al B C 20 埋土 内面黒色、 稜部ヨコナデ＋箆削り

12 杯 (17.6) (4.8) Al B C 10 埋上 日唇部肥厚、稜部工具＋箆削り

13 甕底部 (4.5) 7 3 AE5 B B 25 埋土 器肉厚い、底面箆削り

14 甕口縁部 (20.0) (3.3) E5 A B 10 埋土 頸部僅かに屈曲、外面斜め箆削り

15 甕 (16.0) (7.1) AD5 A B 20 埋土 頸部僅かに屈曲、外面横箆削り

線的。比較的小形である。

遺物出土量は少量であるが、分布範囲は概ね住居跡

範囲に収まる。

溝の南側にやや大形のピットが2ケ所存在する。

鼈対壁に壁際小ピットがかかる。本住居跡力噺しい。

埋士は黒褐色土を主体と指、自然堆積土と考えられ

る。南壁はほとんど溝による攪乱を受ける。

遺物は遺構検出面で若干出土している。埋土下層か

第41号住居跡出土遺物観察表

らはほとんど出土していない。

平面形はほぼ方形で3.10X3.08mを測る。主軸方向

はN-30°-Eである。

床は地山直上で、ほほ乎坦。 4本主柱穴であるが乎

面形に対応せず、 整った配置ではない。

壁は残存部分では直に掘り込まれ、しっかりしてい

る。幅狭の壁構力哺i付近以外を巡る。

貯蔵穴、その他の施設は検出されなかった。

言
ロ 径 I器高 l底径 I胎土 I焼成 I色調 I残存率 I 出土位置
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備 考

口縁部外反、稜部はヨコナデ＋箆削り

器肉厚い、稜部ヨコナデ＋箆削り

稜部ヨコナデ＋箆削り

第42号住居跡（第91、92図）

本住居跡及びその周辺部は、現水田耕作土直下の比

較的浅い部分で遺構の存在力肴忍識されるが、黒褐色土

が広く分布し、範囲を確定することは困難を極めた。

本住居跡については、当初カマド煙出し部分の僅か

な焼土分布によって存在力所窟認できたのみである。住

居跡範囲は検出段階と完掘段階でずれが生じている。

確認段階で把握された新旧関係は、第44号住居跡に

よって切られるが、第6、36号住居跡とは僅かな間隔

を置いている。

埋土層の堆積状態は自然堆積と考えられ、壁際に炭

化材及びその崩壊土力噌忍められた。埋土中から比較的

多贔の遺物が出土している。

平面形は略方形で3.55X 3. 40m、深さ40cm前後を測

り、主軸方向は N-131°-Eである。

床はほぼ平坦で、硬質面は特に認められなかった。

主柱穴は P2カ惰架さ32cmで、他の2本は浅い。

貯蔵穴は南隅部、壁に沿って配憤され0.54X0.40 

m、深さ30cm前後を測る。周辺部からは完形にちかい

土器が数個体出土している。

壁の遺存状態は良好で、特に北西壁下で壁材の一部

とみられる炭化材及び炭化物が、壁に密着した状態で

検出されている。壁溝は検出されなかった。

カマド～貯蔵穴部分で完形土器が多星に出土している。
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第90図 第41号住居跡・出土遺物
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第41号住居跡土層註

1 黒褐色 粘性有、焼土プロック少量、炭化物少量、ロームプロック少量
2 黒褐色 粘性強、バミス多量、口＿ムプロ ック、口＿ム粒子多贔

3 黒褐色 粘土質、粘性強、焼土プロック微塁、炭化物少呈、ロームプロック少量
a 暗褐色 灰褐色粘土少量、焼土、焼土粒多量
b 暗赤褐色焼土大景

柱穴土層註

1 暗褐色

2

3

4

 

暗褐色

暗褐色

暗褐色

粘土質、ロームプロック少量、バミ

ス少量、マンガン少

粘土質、粘性強、ロームプロック多贔

粘土質、粘性有、マンガン微量

バミス多量、ローム粒、ロームプロ
ック多塁

掘り方は周辺部を掘り込み中央部を掘り残す形であ

る。柱穴との構築順序は把握できなかった。

カマドは南西壁ほぼ中央部に位置し、遺存状態は良

好である。

＇燃焼部は箱形で規模は 0.93X0.52mを測り、袖甕付

近の加熱赤変硬化が顕著である。天井部に架構された

長甕が潰れた状態で出土している。

煙道部は規模は0.83X O. 26mで、底面はほぼ平坦、

天井部分は良好に残存している。煙出し口は長楕円形

で径0.19mを測る。

袖は掘り方埋め戻し後の構築と考えられ、長甕を焚

き口部分、 その他を地山で心材とし暗褐色粘質土を被

覆している。

北東壁の北隅付近に旧カマド煙道が残存し、規模は

0.78X0.36mを測る。断面によると埋め戻した痕跡は

認められない。
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第91図 第42号住居跡(I)
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第42号住居跡土層註

1 黒褐色 粘性有、焼土プロック少量、バミス微輩、ロームプロック微贔

2 黒褐色 粘性有、焼土粒微量、炭化物少量、バミス微盤、

ロ＿ムプロック少量：

黒褐色 粘性有、焼土プロック、炭化物微量、バミス微星

極暗褐色粘性有、焼土プロック多鼠、炭化物大鍼、バミス微益、

ロームプロック微且

粘性有、焼土粒微量、バミス微贔粘性あり、

ロームプロック微量

暗褐色 粘性有、焼土、炭化物少量、バミス少量、ロームプロック少蘇

暗褐色 粘性強、焼土多旦、炭化物多量

暗灰褐色灰褐色粘土多鼠、焼土粒多星

暗赤褐色焼土大量

暗赤褐色焼土、焼土プロック多量

3

4

 
5
 
黒褐色

6

a

b

c

d

 

e 

f

g

 

暗褐色

黒褐色

暗褐色

柱穴土層註

7 黒褐色

8 黒褐色

焼土、焼土粒、焼土プロック、炭化物少星、ローム、

ローム粒少贔

粘性有、焼土、焼土粒少量、炭化物、炭化物粒大量

暗灰褐色粘土、焼土、焼土粒、炭化物少量、ローム、

ローム粒少量

ロームプロック多量

焼土、焼土粒微鍼、ローム粒、ロームプロック少量

貯蔵穴土層註

1 暗褐色 粘性有、口＿ムプロック多旦

2 暗褐色 粘性強、焼土粒微益、ロームプロック少量
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第92図第42号住居跡(2)
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出土土器の総破片点数は278点である。 杯形土器は

口縁部が26点体部が54点。高杯形土器は脚部が1点。

甕形土器は口縁部が14点、胴部が173点、底部が10点出

土している。

土器以外の出土遺物は臼玉が2点出土している。

杯形土器は口縁部が外反するもの、内傾するもの、 有

段日縁をなすものがある。法量には大小があり、小形

のもの（第93図2~3、5~6)は、第44号住居跡か

らの混入の可能性がある。

口縁部が外反する杯形土器は体部がやや浅く、日径

13.0cm前後でほぼ一定している。稜部の成形手法は、

口縁部横ナテ後、棒状工具によるナデと体部の箆削り

によって造出するものが多い。体部箆削りは周辺部を

行った後に、中心部を一定方向に削るものがほとんど

である。

口縁部が内傾する須恵器杯身模倣のもの (19)は、

破片を含めても少鼠に留まる。他の住居跡をみても同

様に少ない。

稜部は輪積みによる段によって、大まかに造出され

棒状工具によって成形される。口唇部に沈線はない。

／
 

＼ 

1m 

体部箆削り後、若干のミガキが認められる。

有段日縁の杯形上器は、法量に大小が存在する。 段

部の成形手法は20か細い沈線によるが、 21~23は横ナ

デと併用である。稜部は棒状工具が使用される。胎土

中に多量の角閃石を含むものがほとんどである。

26、28は椀乃至鉢形土器で甕形士器底部の転用であ

る。

須恵器短頸壺の模倣とされる、小形の壺形土器が2

点出土しているが、胎土は非常に精選されたものであ

る。

甑訃多土器2点は小形のもので、単孔と多孔である。

大形のものは出土していない。

甕形土器は、胴部が膨らみを持たないものが主体で、

器形は、胴部最大径が口縁部径よりも小さいか、ほほ‘

同一のものが大部分である。

頸部に僅かな屈曲乃至段を残すものと、段が箆削り

により削り取られ、口縁部に箆の痕跡による段を持つ

ものがある。胴部外面は、大部分が上胴部まで縦箆削

りされるが、 33、37は僅かに斜め箆削りされ、42は頸

部付近のみ斜め箆削りされる。
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第93図 第42号住居跡出土遺物(I)
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第94図 第42号住居跡出土遺物(2)
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今井川越田遺跡

第95図 第42号住居跡出土遺物（3)
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第42号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

1 須恵聴 (10.0) (4.0) Dl A G 25 埋土十SJ25 ロクロ左 ？回転

2 杯 (11.0) (2.0) Al A E 10 埋土 口縁部肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り

3 杯 (11 7) (2 9) Al A A 10 埋土 日唇肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り

4 杯 (12 8) (3.5) AD1 B B 20 埋土 口縁外傾、稜部ヨコナデ＋箆削り

5 坪 (10. 9) (2.3) Al A E 10 埋土 口縁やや肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り

6 杯 (11.8) (3 5) ACl A E 20 埋土 日唇やや肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り

7 杯 11 9 4.3 AE5 A C 95 No. 6 ヨコナデ有段、稜部棒状工具？ ＋箆削り

8 杯 13.0 4 8 Al A C 100 No. 8 ロ唇凹む、稜部横ナデ、棒状工具＋箆削り， 均； 11.8 4 6 A2 A C 100 No. 9 ロ唇やや肥厚、稜部棒状工具＋箆削り

10 杯 12.0 4.5 Al A C 95 No.23 ロ唇部肥厚、稜部棒状工具十箆削り

11 杯 12.0 4.8 Al A C 95 No.14 ロ唇肥厚、横ナデ有段稜部棒状工具十箆削り

12 均； 11.8 4.6 Al A C 90 No. 8 日唇肥厚、稜部棒状工具＋箆削り、歪み顕著

13 杯 12.2 4.5 Al A C 100 No. 9 ロ唇肥厚、横ナデ有段稜部棒状工具＋箆削り

14 士不 12.2 4.0 Al A C 100 No.14 口縁部外反、稜部棒状工具＋箆削り

15 杯 12.4 4.9 Al A C 90 No.23 日唇部肥厚、稜部ヨコナデ棒状工具＋箆削り

16 杯 12.1 4.3 Al B C 90 埋土 段部ヨコナデ、稜部棒状工具＋箆削り

17 杯 12.3 4.1 Al A C 90 No. 4 ロ唇部肥厚、稜部棒状工具＋箆削り

18 杯 12.7 4.5 Al A E 90 No.20 日唇外反、稜部棒状工具＋箆削り

19 況； 11.8 (4.5) Cl A F 80 No. 5 日縁部内傾、稜部横ナデ、棒状工具＋箆削り

20 杯 12 5 4.8 ADl B A 70 No.14 段部沈線、稜部横ナデ、棒状工具＋箆削り

21 杯 13.8 4.7 ACl B B 80 埋土 段部沈線、稜部棒状工具＋箆削り、外面黒斑

22 杯 13 7 4.5 Cl A F 95 No. 9 段部棒状工具、 稜部工具十箆削り

23 杯 13.9 5.3 Cl A A 80 埋土 ロ唇沈線段部工具ナデ稜部棒状工具＋箆削り

24 杯 10.3 (8.2) Al A C 90 No.24 器肉薄い、稜部は棒状工具＋箆削り

25 空＝ 10 7 13.1 Al A C 95 No.17 風化摩滅顕著、体部は横箆削り

26 鉢 14 8 8.7 7.2 AE5 A B 100 No. 8 器肉厚い甕底部転用か？体部は縦箆削り

27 鉢 18 0 (6 1) E5 A B 30 No.14 日縁部外反、体部は縦箆削り、輪積み痕

28 鉢 (11.3) 7.1 AE5 A B 90 器肉厚い甕底部転用、体部は縦箆削り
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番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

29 壺 13 1 19 1 5.7 AD5 A B 90 No. l 外面黒斑、胴部は斜め箆削り、風化摩滅顕著

29 壺 12 7 16.9 7 3 AE5 A B 100 埋土 外面黒斑、頸部指頭ナデ、胴部は縦箆削り

31 甑 16.3 16.0 5 3 DE5 A A 100 No.10 外面黒斑、胴部は縦箆削り、小穴多孔

32 甕 19.0 (5. 7) A5 A A 10 埋土 口縁外反、頸部以下縦箆削り

33 施ム｀疇 16.0 (18. 7) Al A B 30 埋土 口縁外反、頸部縦箆削り痕

34 甕 17.7 (23. 7) E5 A A 90 No.13 口縁屈曲外反、頸部以下縦箆削り

35 甑 20.0 14.1 5.7 AE5 A B 90 カマド、 No.15 単孔、外面黒斑、二次加熱

36 甕 18.9 (25.3) E5 A B 90 No.18 日縁屈曲外反、頸部以下縦箆削り、輪積み痕

37 甕 17.6 31 5 4 7 E5 A E 90 No.16 日縁屈曲外反、頸部以下斜め、縦箆削り黒斑

38 顎 16 3 34 9 4.9 AE5 A B 99 No. 7、21 日縁外反、頸部縦箆削り痕、黒斑

39 甕底部 6.0 (1.6) BE5 A E 10 埋土 やや上げ底、底面木葉痕

40 甕底部 (5.1) 7.7 DE5 A A 20 埋土 底部凸出

41 甕 19.5 34 4 6.0 AE5 A B 99 No.21 日縁屈曲外反、頸部以下縦箆削り、黒斑

42 顎 19 7 35 0 5.3 E5 A B 90 No.11、12、19 日縁外反、頸部縦箆削りによる段、黒斑

43 甕 18 5 (35 6) 4.0 E5 A E 90 No.12 口縁外傾、頸部縦箆削りによる段、砂付着

44 臼 玉 上径13X下径12X孔径035X厚さO.S(cm)、重蜃22 g 

45 臼 玉 上径14X下径15X孔径03X厚さ1.3 (cm)、重聾71 g 

第44号住居跡（第96図）

本住居跡は K3Jl7グリッド付近に位置する。

第36、42号住居跡と供に第5住居跡群の南東端部に

存在する。新旧関係は本住居跡が第42号住居跡を切っ

て構築されている。耕作による攪乱顕著で一部床面下

に削平が及んでいる。

平面形は方形で、規模は4.77 X 4. 37mmを測る。主軸

方位は N-106°-Eを測る。

床は地山直上に構築され、貼り床は存在しない。掘

り方は中央部を掘り残し四周を掘り窪めるものであ

る。

柱穴は3本で、北東部分の相当する位置に検出でき

なかった。 P3から柱痕跡力湘t出されている。

Plは径40cm、P2は径34cm、P3は径30cmで、いずれも

第44号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器嵩 底径 胎土 焼成 色調

1 杯 (11. 0) (3.4) Al A C 

2 均； (11.1) (2. 9) Al A E 

3 均： 9 5 3.0 Cl A A 

4 杯 10.6 3.3 ACl A E 

5 杯 (11 0) (3.1) Al A B 

6 杯 (11 0) (3.1) D4 A C 

7 江 (12 0) (3 7) A2 A C 

8 坪 (11 4) (3.3) Cl A E ， 甕底部 (2.2) 7.2 C2 B B 

10 甑底部 (3.0) (8 2) AD4 A B 

残存率

20 

10 

50 

50 

20 

10 

10 

30 

25 

10 

11 土 錘 長径(5.0)X最大径14X孔径0.55(cm)、重最7.9g 

深さは30cm前後である。柱穴間隔は P1P2が2.36m、

P2P3が1.50m、P1P3が2.64mを測る。柱穴配置はや

や内側に寄った現状では三角形状である。

壁は遺存状態が悪く残存する部分ではやや傾斜す

る。壁溝、貯蔵穴等は存在しない。

カマドは東壁やや北寄りに設置されるが、遺存状態

が悪い。燃焼部底面はやや掘り込まれ、それ程焼けて

いない。規模は0.50X0.45m、深さ5cmを測る。燃焼部

から煙道部へはそのまま移行する。煙道部はやや短く、

底面はほぼ平坦。規模は0.88X O. 45mを測る。袖部は

灰褐色粘土を主体にして構築される。カマド壁は掘り

込まれない。

出土遺物は小形で日縁部が小さく外反する杯形土器

が主体で、その他甕形土器底部、土錘が出土している。

出土位置 備 考

埋土 口縁小さく直立、稜部はヨコナデ＋箆削り

埋土 口縁小さく直立、稜部はヨコナデ＋箆削り

カマド 口唇肥厚、稜部はヨコナデ＋箆削り

埋土 ロ唇肥厚稜部ヨコナデ、棒状工具＋箆削り

埋土 口縁やや肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 器肉薄い、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 口縁やや肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り

カマド ロ唇肥厚稜部ヨコナデ、棒状工具＋箆削り

埋土 底面指頭ナデ

埋士 多孔、器閃厚い
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第96図 第44号住居跡 ・出土遺物
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第44号住居跡厖土層註

a 暗赤褐色 焼土、焼土粒、焼土プロック大旦、

炭化物多量

第44号住居跡柱穴土層註

1 黒色 焼土粒、炭化物微輩、ローム、ローム粒多量

2 黒色 炭化物少量、ローム粒、ロームプロック多量
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6.第 6住居跡群
第47号住居跡（第98、99図）

本住居跡は K3J~Kl2グリッド付近

に位置する。

第6住居跡群は全体に密集度が低い。

第5、7、8住居跡群とは僅かな遺構空

白域があり、北側は住居跡が存在しない。

第6住居跡群のうち最も大形の住居跡

である。

新旧関係は、本1打居跡が第49、50、54

号住居跡を切り、第48号住居跡によって

切られる。

平面形は南、北壁がやや斜行する平行

四辺形状で、規模は6.62X6.35m、深さ

48cmを測る。

主軸方位は N-64.5°-Eを測る。

床面はほぼ平坦で、貼り床は検出でき

第97図 第6住居跡群
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なかった。掘り方は略中央及びカマド付近を掘り残し、

四周を掘りくほめるもので部分的に深い。

床面出土遺物は少量でカマド周辺部から主に出土し

ている。多鼠の炭化物カマド付近から西隅部分にかけ

て集中的に出土している。

壁はほぼ直立し、掘り込みはしっかりしている。

壁溝はカマド部分及び東隅部以外に設置され、カマ

ド左側は幅広い。掘り込みはしっかりしており、部分

的に小ピットが検出されている。

主柱穴は4本で、 P5以外は大形の略円形である。Pl

が径50X46cm、深さ68cm、P4か径60X52cm、深さ70

cm、P5が径40cm、深さ78cm、P6が径57X40cm、深さ

47cmを測る。その他間1がJJり溝を挟んで両側に P2、P3

が配置される。柱穴配置は南北壁に沿った、床面のほ

ぼ中央、長方形をなす。柱穴間隔は PlP4が3.36m、

P4P5が3.15m、P5P6が3.09m、PlP6が2.94mを測

る。

貯蔵穴はカマド右側にあり、楕円形で南側は僅かな

平坦面をなす。規模は1.25X O. 94m、深さ0.2mを測

る。

カマドは東壁僅かに南寄りに設置され、遺存状態は

良好である。燃焼部底面は良く焼けており、焚き口に

かけて僅かに掘り込まれる。規模は0.78X0.47m、深

さ0.56mを測る。奥壁寄りやや左袖寄りから土製支脚

が底面から浮いた状態で出土している。燃焼部奥壁か

ら僅かに段をなして煙道部へ移行する。煙道部は底面

ほぼ平坦で、先端部煙出し口が略円形（径27cm)の焼

土範囲として良好に残存する。規模は1.30XO. 53mを

測る。袖部は地山を一部掘り残し、 黒褐色土と暗灰褐

色粘土を主体にして構築される。カマド壁は右袖はほ

とんど掘り込まれず、左袖が掘り残され、壁は僅かに

段状をなす。

須恵器蓋は小破片で埋土中の出土である。 38は混入

と考えられる。土師器杯形土器は小形で日縁部が外反

するもの力喋招致的である。やや法量が大きいものと、

少量の内湾するものが伴う。また器高が低く口縁部が

大きく開く皿状の杯形土器を伴う。その他鉢形士器、

甕形土器等が出士している。土器以外では土錘1個体、

編物石4個体が出土している。
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第98図第47号住居跡（I)
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第47号住居跡土層註

1 黒褐色 焼土、焼土粒、炭化物少量、口＿ a 暗褐色 粘性強、焼土、炭化物多量

ム、ローム粒少量 b 暗灰褐色 灰褐色粘土、焼土少羅、炭化物微

2 黒褐色 焼土、焼土粒、白色粒多最、ロー 塁

ム、ローム粒、ロームプロック多量 C 暗灰褐色 灰褐色粘土、焼土、焼土粒、炭化

3 黒褐色 焼土少量、炭化物多量、ローム、 物多絨、ローム、ローム粒少量

ローム粒多星 d 暗赤褐色 焼土層

4 暗褐色 粘性強、焼土、焼土粒、炭化物多量、 e 暗褐色 焼土、焼土粒、ローム、ローム粒

ローム、ローム粒少籠 少星

貯蔵穴土層註

1 暗褐色焼土、焼土プロック少盪、ローム、

ローム粒少量

2 黒褐色 粘性有、焼土、焼土粒微最、ローム、

ローム粒多鼠
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第99図 第47号住居跡（2)、第49• 54号住居跡
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第47、54号住居跡柱穴土層註
1 黒色 焼土少録、口＿ム、ローム

粒多盤
2 黒褐色粘性強、焼土、炭化物微量
3 黒色 焼土、焼土粒微鼠、ローム粒、

ロ＿ムプロック多量

4 黒色 焼土、炭化物多鼠、ローム、
ローム粒多蟄
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第100図 第47号1主居跡出土遺物
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第47号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率

1 須恵蓋 (11.0) (4. 9) Dl A H 30 
2 杯 10.1 (2 5) Cl A A 20 

3 杯 (11 0) (2 8) Cl B C 10 

4 杯 11 0 (3.2) Cl B B 30 

5 杯 11.1 3.0 Al A B 80 

6 杯 11.2 (3.0) A2 A C 20 

7 杯 (11.2) (3.3) Al A C 10 

8 杯 (12.0) (2. 9) Cl A E 10 ， 杯 11.6 (3.5) Al A C 30 

10 況； 12.0 4.0 Al B C 30 

11 均； 12.2 3.8 Al A C 40 

12 況； (12.4) 3.2 Al B E 20 

13 杯 13.0 (3.6) Al A B 40 

14 均； (12.0) (5.0) Al A C 20 

15 杯 12.0 4.9 Al A C 60 

16 杯 12 2 4.6 Al A B 90 

17 杯 13 2 4.5 Al A C 20 

18 杯 (14.0) (4.8) Cl A B 10 

19 杯 (13 2) (4 4) Al A E 20 

20 杯 (13 0) (4 2) Al A E 10 

21 杯 14.0 3.8 Cl A E 25 

22 杯 (14.9) 3.8 Cl A A 10 

23 況： (15.0) 3 6 Cl A E 10 

24 杯 16.2 3.2 Dl A A 70 
25 杯 10.5 (4. 7) AD1 A B 30 

26 埒； (15.1) (6.3) Al A E 10 

27 椀 (13.2) (8.1) Al A C 10 

28 況； (13.0) (5.8) Al A B 10 

29 杯 (20.1) 00.8) Al B C 10 

30 椀 (10.4) (3.6) Al A C 10 

31 椀 (12 0) (7.6) Al A C 20 

32 甕口縁部 (20 4) (6.5) BD5 A B 25 

33 小形甕 14.6 (5.0) AE5 A B 25 

34 甑 (21 4) (9 0) AD5 B A 10 

35 甕底部 (4 4) 3.0 E5 A E 80 

36 甕底部 (2 2) 6.9 Al A F 50 
37 甕底部 (5.8) 3.8 E4 A B 70 

38 須恵壺 (7. 0) DEl A H 20 

40 土 錘 長径(7.0)X最大径1.9 X孔径0.5(cm)、重最23.9 g 

第54号住居跡（第99図）

本住居跡は、第47号住居跡の掘り方内で検出された

もので、遺存状態は極悪い。

平面形は不明確であるが、方形乃至長方形で、規模

は4.40X4.30mを測る。住居跡の長軸方向は N-

60°-Eである。壁の僅かな立ち上がりが南、西壁の一

部に検出された。壁溝は南壁の一部に残存する。出土

遺物はない。

出土位置 備 考

埋上十SJ72 ロクロ左？回転

埋土 ロ唇肥厚、稜部はヨコナデ＋箆削り

埋土 ロ唇肥厚稜部ヨコナデ（未調含）＋箆削り

埋土 口唇肥原、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 二次加熱で灰色変色稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 日唇肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 日縁小さく直立、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 ロ唇肥厚稜部ヨコナデ（未調含）＋箆削り

埋土 口縁段部は沈線？稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 二次加熱で変色、稜部ヨコナデ＋箆削り

No. 7 口縁段部ヨコナデ、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 段部ヨコナデ？、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 ロ唇部肥厚、稜部はヨコナデ＋箆削り

埋土 日縁段部ヨコナデ、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 ロ唇肥厚、稜部ヨコナデ、棒状工具＋箆削り

No. 8 口縁外反、稜部はヨコナデ＋箆削り

埋土 ロ唇肥厚、段部横ナデ稜部工具ナデ＋箆削り

床下 日縁外反、稜部ヨコナデ、棒状工具＋箆削り

埋土 段部はエ具ナデ、稜部工具ナデ＋箆削り

埋土 段部は棒状工具、稜部はエ具ナデ＋箆削り

埋土 口唇外反、稜部はヨコナデ＋箆削り

埋土 段部工具ナデ、稜部ヨコナデ、エ具＋箆削り

埋土 段部工具ナデ、稜部ヨコナデ、エ具＋箆削り

No. 4 段部工具ナデ、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 口縁内湾、稜部ヨコナデ、エ具＋箆削り

埋土 口縁部外反、稜部はヨコナデ＋箆削り

埋土 口縁部内湾、稜部はエ具ナデ＋箆削り

埋土 日唇肥厚、稜部ヨコナデ（未調含）＋箆削り

床下 口縁外反、稜部ヨコナデ、エ具ナデ＋箆削り

埋上 口縁小さく直立、体部器肉薄い

埋上 口縁小さく直立、器肉厚い

No. 6 口縁外反、胴部縦、斜め箆削り

No. 3 口縁外反、頸部斜め箆削りによる段

埋土 日縁外反、頸部～ 口縁部縦箆削 りによる段

No. l 底径小さく器肉薄い

埋上 僅かに上げ底、底面木葉痕

No. 8 器樹極厚い

埋土 ロクロ左？回転

第48号住居跡（第1D 1図）

本住居跡は K3K12グリッド付近に位置する。第6

住居跡群のうち最も小形の住居跡である。

新旧関係は、本住居跡が第49、47号住居跡、第1号

土壊を切りもっとも新しい。

平面形は南東壁がやや歪むが小形のほぼ方形で、規

模は2.62X 2. 58m、深さ32cmを測る。

主軸方位は N-6T-Wを測る。

床面はやや凹凸がある。貼り床、掘り方は検出でき
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なかった。

出土遺物は比較的多くカマド内とその周辺部から主

に出土している。

壁はやや傾斜気味であるが、掘り込みはしっかりし

ている。

壁溝柱穴、貯蔵穴は存在しない。

カマドは西壁の南寄り、南西隅付近に設置される。

遺存状態は良好である。

燃焼部底面は長楕円形状で、比較的良く焼けており、

ほぼ平坦である。規模は0.60X O. 44m、深さ0.30mを

測る。燃焼部奥壁から段をなして煙道部へ移行する。

燃焼部上層で完形の士府杉土器力吋居え置かれたような状

態で出土している。

第101図第48号1主居跡

"I 
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8 L= 70.20 8
 

冒
第48号住居跡土層註
1 暗褐色 焼土粒、炭化物粒少塁

2 暗褐色 焼土粒微量、ローム粒、ロームプロック大量

3 黒褐色 焼土粒、炭化物粒、炭化物多量

a 暗灰褐色 粘性強、焼土粒、炭化物多量

b 暗灰褐色 焼土粒少最、炭化物微醤
c 暗赤褐色焼土層
d 黒褐色 炭化物多量、ローム、ローム粒少星

e 暗褐色 焼土粒、ローム、ローム粒少羅

今井川越田遺跡

煙道部は壁外に向かって緩く立ち上がり、先端部は

略円形（径20cm)のピット状にくぼむ。規模は0.97X

0.40mを測る。

袖部は両袖とも黒褐色土を主体にして構築される。

カマド壁は僅かな段をなし、左袖はほとんど掘り込ま

れず、右袖が斜めに掘り込まれる。

出土遺物は土師器杯形士器、鉢形土器、曾肛多土器、

甕形土器等が出土している。杯形土器で特徴的なのは、

極く小形で口縁部が外反するものと、やや大形である

が日縁部が小さく肥厚するものとが混在している点で

ある。甕形上器は頸部に箆痕を持つものが出土してい

る。土器以外では上錘1個体が出土している。

ー
v̀
 

O
N
・o
L
1
1
1
<
 

C L=70.20 C' 

” 第1号土漿土層註
1 黒褐色 焼上粒、炭化物粒少羅、白色粒微鑓

2 暗褐色 焼土、焼土粒微量、ローム粒、ロームプロック大籠

3 暗褐色 焼土粒少紐、ローム、ローム粒、ロームプロック多羅

4 黒褐色 焼土粒、炭化物多量

2m 
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第102図 第48号住居跡出土遺物
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第48号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ 径 器嵩 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置

こ

' I, ~ 23 

゜
10cm 

備 考

1 杯 (11 0) (2.5) Al A C 10 埋土 口縁小さく立ち上がる

2 杯 11 0 (2. 7) ADl A C 20 埋土 ロ唇立ち上がり、稜部ヨ コナデ＋箆削り

3 杯 (11 4) (3.0) Dl A C 20 埋土 二次加熱、段部ナデ、稜部ヨ コナデ＋箆削り
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今井川越田遺跡

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

4 杯 11.4 3 7 D2 A C 90 No. 3 ロ唇僅かに肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り

5 杯 11.1 (3 5) Cl A A 80 埋土 口縁部内湾、稜部棒状工具ナデ＋箆削り

6 :I:ネ 11. 9 3 9 E2 A C 95 No. 2 口唇肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り、外面黒斑

7 坑； 12.2 3 8 ADl A A 40 埋上 稜部はヨコナデ＋箆削り

8 昇； 11.0 (2. 9) Al A E 20 埋土 段部工具で沈線、稜部は棒状工具＋箆削り， 杯 (12. 7) (3 9) Al B C 20 カマド 日縁部大きく外反、稜部は棒状工具＋箆削り

10 杯 (12 9) (4 1) Al A B 10 埋土 口縁部内湾、稜部はエ具？ナデ＋箆削り

11 杯 (12 8) (3 2) Al A C 10 埋土 口縁部内湾、稜部はヨコナデ＋箆削り

12 杯 (12. 9) (4.1) Al B C 20 埋土 日唇肥厚、稜部は棒状工具＋箆削り

13 杯 (14.0) (3. 9) Al A B 20 埋土 段部工具ナデ、稜部はヨコナデ＋箆削り

14 杯 (12 8) (3 7) Al B C 10 埋土 日縁小さく直立、稜部ヨコナデ十箆削り

15 杯 15 3 (6 5) ADl A B 50 No. 4 口縁屈曲、稜部ヨコナデ＋箆削り

16 杯 17 0 (7 2) AD2 A E 25 埋土 口縁直立、稜部棒状工具（未調含）＋箆削り

17 杯 (19 6) (4.0) A2 A C 10 埋土 ロ唇肥厚、 稜部はヨコナデ＋箆削り

18 甑底部 (5.3) (9.5) D4 B B 25 埋土 二次加熱、外面黒斑

19 丸 甕 14.1 (13.3) D2 A B 10 埋士 口縁外反、頸部以下横、斜め箆削り

20 甕 20 8 (10. 9) E2 A A 80 No. l 口縁部外反、頸部斜め箆削り痕

21 甕 21.5 (14. 7) CE4 A C 70 カマド 口縁部外反、頸部斜め箆削りにより屈曲

22 甑底部 (2. l) (7.2) A5 B B 20 埋土 小穴多孔、器肉犀い

23 甕 21.3 (19.5) AE5 A B 60 埋土 口縁部外反、胴部縦箆削り

24 土 錘 長径(5.5)X最大径l.4X孔径06(cm）、重髄98 g 

第49号住居跡（第99、103図）

本住居跡は K3Kll~12グリッド付近に位置する。

新旧関係は、本住居跡が第49、47号1切吾跡によって

第103図第49号住居跡

切られる。

平面形は北東部床面が大部分破壊されているが小形

のほぼ方形と考えられるが、更に西壁外側に極薄い暗
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第49号住居跡土層註

1 黒褐色 焼土粒少贔、炭化物粒多量
2 暗茶褐色 焼土粒少監
a 暗灰褐色 粘土質、ローム粒少量（カマド天井）

b 暗茶褐色 焼土粒少星、炭化物粒微鼠、ロ
ーム粒少星

c 暗灰褐色 焼土粒多量、炭化物粒少塁
d 黒灰褐色 焼土粒、炭化物粒多量、ローム

粒少量
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第104図 第49号住居跡出土遺物
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褐色土の分布力肴忍められ、柚がこの部分まで達してい

た。住居跡範囲はこの部分が含められる可能性もある。

内側の規模は現在長3.63Xl.70m、深さ22cmを測る。

主軸方位は N-125°-Wで、住居跡軸と若干ずれる。

床面は残存部分は平坦。貼り床、掘り方は検出でき

なかった。出土遺物はカマド内と両袖周辺部から出土

第49号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調

1 杯 12.8 (5.1) Al A C 

2 況； (12.8) (3. 9) Al A B 
3 杯 13.8 (3 7) Cl A A 

4 杯 (12.0) (2 5) Cl A E 

5 杯 11.4 4.1 Al A C 

6 杯 10.3 4.1 Al A C 

7 杯 10 1 (5.6) CEl A B 
8 鉢 23.2 (11.8) E2 A B ， 甕 15 4 (9.9) AE5 A B 

第5~引却郵跡（第105、 106図）

本住居跡は K3J13グリッド付近に位置する。

第6住居跡群の南東部にあり、第5、8住居跡群と

は僅かな距離をおく。カマド北側はピット群が存在す

る。

新旧関係は、本1打吾跡が第57号住居跡を切り、第47

号住居跡カマドによって切られるが、壁はかろうじて

残存率

20 

10 

20 

10 

50 

90 

90 

90 

25 

ロ ミ

10cm 

している。壁溝、柱穴、貯蔵穴は存在しない。

カマドは西壁の北寄り、北西隅付近に設置される。

燃焼部底面は楕円形状で、規模は1.00X0.60m、深さ

0.26mを測る。煙道部は存在しない。燃焼部奥壁右袖

寄りに支脚石力対拙忠れた。袖部は暗褐色土を主体に

して構築され、カマド壁は掘り込まれない。

出土位置 備 考

埋土 稜部棒状工具＋箆削り

埋土 段部ヨコナデ？、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 ロ唇沈線段部工具ナデ稜部工具ナデ＋箆削り

埋上 ロ唇沈線、稜部ヨコナデ＋箆削り

No. 4 稜部ヨコナデ、エ具＋箆削り、器肉薄い

No. 5 ロ唇僅かに外反、稜部ヨコナデ＋箆削り

No. 3 段部棒状工具、稜部棒状工具＋箆削り

No. 6 ロ唇肥厚、稜部ヨ コナデ＋箆削り

No. 2 口縁やや外反、稜部ヨコナデ＋箆削り

重複していない。

平面形は第47号住居跡と顆似しており南東、北西壁

がやや斜行する平行四辺形状で、規模は5.22X4.62 

m、深さ30cmを測る。

主軸方位は N-59.5°-Eを測る。

床面はほぼ平坦で、貼り床は検出できなかった。掘

り方はカマド前面と南、西隅部を掘り残し、他の部分

-116 -



今井川越田遺跡

第105図 第50号住居跡(I)
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第50号住居跡貯蔵穴土層註

1 黒褐色 焼土、焼土粒少量、 ローム、ローム

粒少量

2 黒褐色焼土粒微籠、ローム粒多量

第50号住居跡柱穴土層註

1 黒色 焼土多量、ローム、ローム粒多量

2 黒褐色粘性強、焼土、炭化物微量

3 黒色 焼土少量、ローム粒、ロームプロッ

ク多量
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第106図 第50号住居跡(2)
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第50号住居跡土層註
1 黒褐色 焼土、焼土粒、炭化物少量、ローム、ローム粒多量、

ロームプロック少贔
焼土、焼土粒多量、ローム、ローム粒、
ロームプロック多量
焼土少鼠、白色粒多量、ローム、ローム粒多鑓
焼土、焼土粒、炭化物少蘇、白色粒多益、ローム、
ローム粒、ロームプロック大屈
焼土、焼土プロック大羅、炭化物少量
ローム、ローム粒少星

2
 
黒褐色

3

4

 

黒褐色
黒褐色

5

6

 

暗赤褐色
黒褐色

を掘りくぼめるものである。

床面出土遺物はカマド付近から貯蔵穴周辺部、及び

南東壁下で主に出土している。多量の炭化物及び焼土

が南東壁下北半部から東隅部分にかけて出土している。

壁はやや傾斜する。壁溝はカマド部分及び北、西、

南隅部、及び東隅部から南東壁中央部を除いて設置さ

れ、全体に幅広い。

主柱穴は4本で、 P3は柱痕跡か検出された。 Plか‘

径38cm、深さ50cm、P3が径35cm、深さ68cm、P5が径

43cm、深さ68cm、P8が径43cm、深さ58cmを測る。その

他に4本、南東壁下に P6、P7、床面中央付近に P2、

西隅部に P4がある。 P2が深い以外は比較的浅い。柱

穴配置は南北壁に沿って床面のほほ中央、方形をなす。

a 

b

c

d

e
f

g
h
 

黒褐色

黒褐色
暗褐色
暗赤褐色
暗褐色
黒褐色
黒褐色
黒褐色

焼土、焼土粒、白色粒多饂、ロ―ム、ローム粒、
ロームプロック多量
焼土、焼土粒、ローム、ローム粒少塁
焼土、焼土粒大量、炭化物少蜃
焼土、焼土プロック大羅
暗灰褐色粘土、焼土多量
焼土粒、焼土プロック大誠
粘性強、焼土プロック少量、ロームプロック多塁
焼土、焼土粒微贔、ローム、ローム粒、・ロームプロック多品

柱穴間隔は PlP3が2.19m、P3P5が2.20m、

ヵゞ2.llm、PlPS力ゞ2.22mを測る。

P5P8 

貯蔵穴はカマド右側、東隅部寄りにあり、略円形で

中央部はさらに掘り込まれる。規模は0.65X0.60m、

深さ0.38mを測る。

カマ ドは北東壁僅かに南寄りに設置され、遺存状態

は良好であるぱ然焼部底面は良く焼けておりほぼ平坦。

規模は0.74X0.42m、深さ0.30mを測る。燃焼部から

焚き口にかけて遺物が多量に出士している。燃焼部奥

壁から段をなして煙道部へ移行する。煙道部は底面ほ

ぼ平坦。規模は0.98X 0.34mを測る。袖部は黒褐色土

と暗灰褐色粘土を主体に構築され、両柚とも補強甕が

検出された。須恵器蓋は全て埋土中の出土である。
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第107図 第50号住居跡出土遺物(I)
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第108図 第50号住居跡出土遺物（2)
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第50号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

1 須恵蓋 (2.5) Dl A H 10 床下 剌突単位は 4~ 5本／08cm 
2 須恵器 12.2 (4.1) Dl A H 25 埋上 ロ唇部尖り 気味、ロクロ左回転

3 須恵聰 12.0 (3.9) DF5 A A 20 埋士 ロ唇部内面屈曲、ロクロ左回転

4 杯 12.4 (3.8) Cl A A 30 埋土 口唇沈線、稜部ヨコナテ゜十箆削り

5 杯 11.6 4.2 Al A C 30 埋土 口縁部外反、稜部ヨコナデ＋箆削り

6 杯 (12.8) (4.9) Al A E 20 埋士 口縁部外反、稜部棒状工具＋箆削り

7 杯 14.0 4.6 A2 A B 20 埋土 段部工具ナデ、稜部棒状工具？ ＋箆削り

8 杯 12.2 4.5 Al A C 90 No. l 段部ヨコナデ、稜部棒状工具？ ＋箆削り， 杯 12.8 5.3 Al A E 80 No. 7 段部工具ナデ？、稜部ヨコナデ＋箆削り

10 杯 13.4 7.2 Al A B 95 No.16 段部棒状工具、稜部工具＋箆削り、外面黒斑

1 1 杯 (15.0) (3.6) Cl A F 10 埋上 段部工具ナデ、稜部棒状工具＋箆削り

12 杯 (12.0) (3.5) Al A B 10 埋土 ロ唇沈線、段部棒状工具、稜部工具＋箆削り

13 小 形甕 13.7 11.5 6.0 A2 A B 90 No. 8 頸部以下縦箆削り、輪柏み痕、外面黒斑
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番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調

14 小形甕 13 0 12.9 7.2 A4 A B 

15 小形甕 18 8 16.9 7.5 AE5 A B 

16 壺日縁部 14 8 (6.0) Al A C 

17 壺底部 (3 3) (9.0) E4 A F 

18 甑 15.4 9 8 5.0 Al A C 

19 壺 12.5 22.3 7.5 Cl A B 

20 甑 24.0 (24.1) AE5 A B 

21 甕 (18.0) (9 0) E5 A B 

22 甕 18.0 (11.0) E5 A B 

23 甕 21.0 (4.5) AE5 A A 

24 甕 17.5 (16.5) AE5 A B 

25 甕 18.2 (15.0) AE5 A B 

26 甕 18.3 (11.5) E5 A A 

27 甕底部 (13.2) (6.0) A4 A B 

28 甕底部 (5. 7) 7.0 AE5 A B 

29 甕底部 (11.1) (5.2) E5 B A 

30 甕 (23.0) 4.9 AE4 A B 

32 砥 石 長径175X巾40~6.2(cm) 

第55号住居跡（第109図）

本住居跡はK3Il3グリッド付近に位置する。

第6住居跡群の北東部にあり東側はややおいてピッ

ト群が存在する。

新旧関係は、本住居跡が第56、57号1打吾跡を切る。

平面形は小形の方形で、カマド壁はカマド部分で僅

かに段をなす。規模は3.35X3.25m、深さ38cmを測る。

主軸方位は N-77°-Eを測る。

床面はほぽ平坦で、貼り床、掘り方ぱ喚出できなかっ

た。

床面出土遺物はカマド前方に若干量出土している。

壁はほぼ直立し掘り込みはしっかりしている。壁溝、

貯蔵穴は存在しない。

柱穴は2本でいずれも大形である。 Plは柱痕跡が

検出された。 Plが径40cm、深さ58cm、P2が径38cm、

深さ25cmを測る。

第55号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎士 焼成 色調

1 須恵杯 (9.1) (2 4) DFl A H 

2 杯 (11 0) (2, l) ACl A B 

3 杯 (11.0) (2 4) Al A E 

4 杯 (11.5) (3. 2) Al B C 

5 杯 (11.0) (2. 9) Cl B E 

6 杯 10.3 (3 2) ACl A B 

7 況； 02.3) (2. 7) Cl A E 

残存率

90 

90 
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100 

60 

20 

20 

30 

30 

25 

80 

60 

80 

80 

50 

残存率

25 

5 

10 

20 

25 

30 

10 
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出士位置 備 考

No.15 口縁小さく器肉厚い、頸部以下縦箆削り

カマド、 No.18 口縁小さい、頸部以下縦箆削り、輪積み痕

貯蔵穴 口縁部外反、頸部以下横箆削り

埋土 底面箆削り

No. 9 砂質、小孔単孔、外面箆削り、黒斑

No.17 頸部以下斜箆削り＋ミガキ、外面黒斑

カマド、 No.4 口縁外反、頸部以下縦箆削り

埋土 口縁外反、頸部以下縦箆削り

No. 3 砂質、口縁外反、頸部ナデ、以下縦箆削り

埋土 口縁部屈曲、頸部以下縦箆削り

No. l 日縁外反頸部屈曲、以下縦箆削り、輪積み痕

No. 4 日縁外反頸部屈曲、縦箆削り

No.19 口縁小さく外反、頸部以下縦箆削り、黒斑

No. 4 底面一定方向の箆削り

No.13 平底器肉厚い、底面木葉痕

No. 6 器肉厚い、外面縦、斜め箆削り

カマド、 No.11、14 器肉薄い、外面縦、斜め箆削り

P1P2の柱穴間隔は1.46mを測る。

カマドは東壁ほぼ中央部に設置され、遺存状態は比

較的良好である。

燃焼部底面はあまり良く焼けていない。規模は

0. 56X O. 52m、深さ0.38mを測る。燃焼部奥壁から段

をなして煙道部へ移行する。

煙道部は緩やかに壁外に向かって立ち上がる。規模

は1.07X O. 33mを測る。

袖部はカマド壁を掘り込まず、暗褐色土と暗灰褐色

粘土を主体にして構築される。

出土遺物は上師器杯形土器、鉢形上器、甕形土器等

が出土している。須恵器蓋は埋土中の出土である。破

片総出土点数は912点で、杯形土器302点、高杯形土器

13点、甕形土器597点である。

その他士錘2個体、編物石1個体、貝巣穴痕泥岩2

個体（総重量7.51g)が出土している。

出土位置 備 考

No. l ロクロ左回転

埋土 口縁部直立、稜部ヨコナデ十箆削り

埋上 口縁部外傾、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 口縁部外傾、稜部棒状工具＋箆削り

埋土 口唇やや肥厚稜部ヨコナデ＋箆削り内面黒色

カマド 口縁肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り

カマド 口縁外反、稜部ヨコナテ｀十箆削り
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第 109図 第55号住居跡
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第55号住居跡土層註

1 疇色 焼 L、炭化獅饂
2 黒褐色 焼土、炭化物少麓、

少鼠

焼土粒少塁、ローム多塁

ロームブロック微量

粘性強、焼土、炭化物少址

暗灰褐色粘土、焼土粒、炭化物粒少旦

焼土、焼土ブロック、炭化物少蜀

焼土層

焼土粒、炭化物、炭化物粒多最

黒褐色

黒褐色

暗灰褐色

暗褐色

暗褐色

暗赤褐色

疇色

柱主穴土層註

1 黒褐色

暗褐色

疇色

、3

o
a
oト
1

1

1

3

ローム粒少籠

ローム、ローム粒

焼土、焼土粒少晟、ローム、ローム粒少

量
焼土少旦、ローム、ローム粒多星

粘性強、炭化物微批、ローム、ローム粒

少鼠□ 8 

C L=70.20 _ C' 

三
2m 

D L= 70.20 D' 
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今井川越田遺跡

第110図 第55号住居跡出土遺物
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番号 器種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存率 出土位置 備 考

8 杯 12.8 (3 1) Al B C 30 埋土 口縁外反、稜部棒状工具＋箆削り、外面黒斑

9 況； 13 5 (2 9) Cl B A 5 埋土 段部はヨコナデ、稜部ヨコナデ？ ＋箆削り

10 況： 14 0 (4.2) A2 A B 20 埋土 段部工具ナデ、稜部工具ナデ＋箆削り

11 杯 17.0 (5 7) ACl B B 50 埋土 口縁小さく内傾、稜部ヨコナデ＋箆削り

12 鉢 20 0 (9 4) CDl A A 25 埋土 口縁外傾、体部斜め箆削り、黒斑

13 鉢 15 6 (6 4) A5 A B 30 埋土、 SJ56と接合 口縁肥厚、体部斜め箆削り

14 鉢 (21. 5) (6.3) A4 B C 10 埋土 口縁外反、体部斜め箆削り

15 甕日縁部 21. 7 (5. 9) CD2 B E 40 No. 2 ロ唇肥厚、頸部以下斜箆削りによる段

16 甕日縁部 (20 8) (5 4) AD4 B C 10 埋土 頸部僅かに屈曲、以下横、斜箆削り

17 甕日縁部 09. 6) (7. 6) AC5 B B 20 埋土 頸部僅かに屈曲、以下縦箆削り

19 竿目 玉 上径0sx下径o.sx孔径0.25X厚さ23(cm)、重最28 g 
20 土 錘 長径(3.6)X最大径l.9X孔径0.55(cm)、重枇14.2g 

第56号住居跡（第111、112図）

本住居跡は K3H~112グリッド付近に位置する。

第6住居跡群の北側にあり、条里坪境界溝によって

切られる。

新旧関係は、本住居跡が第57号住居跡を切り、第55

号住居跡によって切られる。

乎面形はほぼ方形で、規模は5.30X5.20m、深さ30

cmを測る。

主軸方位は N-41°-Wを測る。

床面は遺存状態が悪く、第55、57号住居跡と重複す
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る部分では不明瞭であった。現存部は全体に硬質でほ

ぼ平坦。掘り方、貼り床は存在しない。

床面出土遺物はカマド前方から南西部分で比較的集

中的に出土している。編物石が南西壁下の第57号住居

跡と重複する部分でまとまって出土している。

壁はやや傾斜するが、掘り込みはしっかりしている。

壁溝はカマド壁の西隅部分から南西壁及び北東壁下に

設置され、全体に幅狭い。

柱穴は4本であるが、P2がP4を切るため P3P4か

らPlP2へのつけ替えが考えられる。南半部の相当す

第111図第56号住居跡（I)
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疇
第56号住居跡貯蔵穴土層註
1 黒褐色 焼土、焼土プロック少量、ローム、口＿ム粒少量
2 黒褐色 焼土、焼土粒少量、ローム、ローム粒多星
3 黒褐色 灰褐色粘土、炭化物少伍、ローム、ローム粒少屈

2m 

第56号住居跡柱穴土層註
1 暗褐色 焼土、炭化物少量、ローム、ローム

粒多星、ロームプロック大
2 暗褐色 炭化物少屈、ローム、ローム粒多薩
3 暗褐色 ローム、ローム粒大壼
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第112図第56号住居跡（2)
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第56号住居跡土層註

1 黒褐色焼土粒多量、炭化物粒少爵

2 黒褐色 焼土粒、炭化物粒少最

3 黒褐色焼土粒少星

a 暗褐色 灰褐色粘土多贔、焼土粒、炭化物少最

b 黒色 粘性弱、ローム粒微星

c 黒褐色焼土粒多量

d 暗灰褐色焼土粒、炭化物粒微蜀

e 黒褐色炭化物粒少量
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第113図 第56号住居跡出土遺物
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る位置に柱穴は検出できなかった。 Plが径26cm、深さ

24cm、P2が径34cm、深さ63cm、P3が径26cm、深さ11

cm、P4が径48cm、深さ22cmを測る。

柱穴間隔はP1P2が2.27m、P3P4が2.56mを測る。

貯蔵穴はカマド右側、右袖寄りにあり、略楕円形で

中央部はさらに長方形に掘り込まれ、左側は若干の平

坦面をなす。規模は0.62X O. 58m、深さ0.40mを測る。

カマドは北西壁僅かに南寄りに設置され、遺存状態

は比較的良好である。

燃焼部底面は良く焼けており、焚き口にかけてはほ

ほ乎坦である。規模は0.78X0.52m、深さ0.25mを測

る。燃焼部から煙道部へはそのまま移行する。

煙道部底面はほぼ平坦であるが部分的に凹凸が認め

られる。規模は1.10X0.40mを測る。

第56号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色調

1 況； (12 0) (2.8) Dl B B 

2 埒； 13.0 3.4 Al A E 

3 況； 13.2 4.4 AD2 A B 

4 況： 12 0 4.3 Al A C 

5 杯 11 8 (3. 7) Al B E 

6 均； 13.0 (4.0) Al A E 

7 況； 12.0 3.8 Al A C 

8 坑 13 2 4.7 Cl B F 

9 況； 12 6 (4.6) Al A B 

10 況； 14.0 (4.2) A2 A C 

11 昇； 11 5 4.3 Al A B 

12 況； 11 2 4.4 5 8 Al A E 

13 昇； 12.8 4.3 Al A E 

14 況； 12 5 (3.5) Cl B E 

15 杯 11 0 4.4 Al A C 

16 況： (13 9) (3.8) Cl B E 

17 杯 12 8 4.4 AC2 A A 

18 土不 12 8 (4.4) Al B C 

19 均： 13.0 4.5 Al A B 

20 高杯脚部 (2. 7) (14.0) Al B C 

21 鉢 18 8 (8.6) E5 A C 

22 鉢 22 0 (11.0) AE5 B B 

23 甕 19.2 (9.5) E5 A E 

24 甕 (18 1) (6.8) AD5 A E 

25 小形甕 (15.8) (4.5) DE5 B F 

26 甕 (19 3) (5. 7) AE5 A B 

27 甕 (22 3) (12.5) AE4 A C 

28 甕 (23.5) (13.0) E4 A A 

29 小形甕 (8.3) (6.6) AE5 A B 

残存率
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31 土 錘 長径(32) X最大径1.5X孔径0.7(cm)、重量5.7 g 

32 土 錘 長径(6.6)X最大径15X孔径05(cm）、重最121 g 

今井川越田遺跡

袖部は両袖ともカマド壁をほとんど掘り込まない。

左袖先端部はピット（径32cm)力嗚り込まれる。袖部

分は暗褐色土を基部として暗灰褐色枯土を貼りつけて

構築される。

出土遺物は土師器杯形上器、鉢形土器、甕形土器等

が出土している。総破片数は433点で杯形土器が114

点、甕形土器が319点である。

杯形上器は口径13cm前後で口縁部が外反するもの

と、同じく有段口縁状になるものがある。甕形土器は

胴部か膨らみを持たず口縁部が開き、頸部に縦箆削り

による痕跡的な段を持つものが主体をなす。 20は台付

き甕形土器の脚部。土器以外では士錘2個体、編物石

は図示したもの6個体、貝巣穴痕泥岩が3個体、総重

贔3.87g出土している。

出土位置 備 考

埋土 砂質、稜部はヨコナデ十箆削り

埋土 器肉厚い、日縁外反、稜部棒状工具十箆削り

No.10 段部工具、稜部棒状工具十箆削り、外面黒斑

No. 6 ロ唇やや肥厚、稜部棒状工具？ ＋箆削り黒斑

埋土 ロ唇内湾、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 口縁外反、稜部棒状工具？ ＋箆削り

埋土 ロ唇肥厚内湾、稜部ヨコナデ十箆削り

埋土 口唇内湾、稜部棒状工具＋箆削り

埋土 口縁直立外反、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 口縁外反、稜部枠状工具＋箆削り、外面黒斑

No. 5 ロ唇肥厚段部ヨコナデ稜部ヨコナデ＋箆削り

埋上 口縁内湾、稜部工具ナデ＋箆削り、内面黒色

掘り方 段部ヨコナデ、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 砂質、稜部は棒状工具＋箆削り

No. 2 ロ唇肥厚段部ヨコナデ稜部棒状工具＋箆削り

埋土 ロ唇沈線段部ヨコナデ稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 段部工具ナデ稜部棒状工具＋箆削り内面黒色

掘り方 段部ヨコナデ稜部棒状工具＋箆削り外面黒斑

埋土 段部ヨコナデ、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 先端部尖る

埋土 口縁やや外反、頸部以下横箆削り

No. 7 口縁外反、頸部以下縦箆削り

No. 4 頸部僅かに屈曲、以下縦箆削り

No. 4 ロ唇肥厚、頸部以下縦箆削り

埋土 口縁外反、頸部以下横箆削り

埋土 口縁外反、頸部僅かに屈曲、以下縦箆削り

No. 3 口縁外反、頸部以下縦箆削り、輪積み痕

No. 8 口唇直立、頸部僅かに屈曲、以下縦箆削り

埋土 底面木葉痕？
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第57号住居跡（第114図）

本住居跡は K3112~13グリッド付近に位置する。

新旧関係は、本住居跡が第50、55、56、58号住居跡

によって切られ、重複する1±J居跡の中でもっとも古い

住居跡である。

平面形は南壁がやや長い台形状で、規模は5.25X

4.87m、深さ30cm前後を測る。

主軸方位は N-27°-Eを測る。

床面は第55、56号住居跡と重複する部分では遺存状

態が悪く不明瞭であった。他の部分はは全体に硬質で

やや凹凸がある。掘り方、貼り床は存在しない。

床面出土遺物は中央部から南半分に比較的集中して

第114図第57号住居跡
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第115図 第57号住居跡出土遺物
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P5が径20cm、深さ10cmを測る。

柱穴配置は、 P5が中央寄りにずれた台形状である。

柱穴間隔は PlP3が2.38m、P3P4が2.33m、P4P5

が1.85m、PlP5が1.86mを測る。

貯蔵穴はカマド右側に位置し、略円形。規模は

0. 60X O. 58m、深さ0.38mを測る。

カマドは北壁ほぱ中央部に設置され、遺存状態は悪

く重複によりほとんど破壊されている。

燃焼部底面はほとんど焼けていない。焚き口にかけ

て楕円形状に僅かに掘り込まれる。規模は0.54X0.38 

m、深さ5cmを測る。煙道の存在はは不明である。

第57号住居跡出土遺物観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色調

1 椀 9.5 (3.8) Al A C 

2 杯 (10.3) (3.5) AEl A C 

3 杯 (13 0) (2 8) Al A A 

4 杯 13 0 (3 1) Al A A 

5 杯 (12.8) (3 5) Al A F 
6 杯 13 4 (3 5) Al A B 
7 杯 13 4 (4 4) Al A E 

8 杯 (14.0) 4.2 AEl A B ， 坪 (12.4) (4.0) Al B C 
10 杯 (13.0) (3. 7) Al B C 
11 杯 12 5 (4.6) Al A C 

12 況； 15.0 4.2 Al A C 

13 坪 13.0 3.9 Al B E 
14 杯 (13.2) (4.3) Al A E 

15 杯 12.0 5.0 Al B E 
16 杯 (13.2) (4.6) A2 A C 

17 杯 04.2) (5.2) Al B B 
18 高 杯 (17.0) (4.0) ACl B C 
19 鉢 (18.0) (4.0) E5 A B 
20 鉢 (18.0) (5.0) D5 B B 
21 甕底部 (6.8) 6 4 E4 A B 
22 小形 甕 18.7 15.8 6 5 E5 B A 
23 甕 (17 3) (5.6) E5 A B 
24 甕 (29.5) E5 B F 
25 痙 19.9 (25.0) 6.0 DE5 B A 

第58号住居跡（第116、117図）

本住居跡はK3111グリッド付近に位置する。

第6住居跡群のほぼ中央に位置し重複関係は少な

しヽ。

新旧関係は、本1担吾跡が第59号住居跡によって切ら

れ、第57号住居跡を切る。

残存率
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袖下層部が僅かに遺存しているが、暗褐色土で構築

されている。

出土遺物は土師器杯形土器、鉢形土器、高杯形土器、

曾印杉土器、甕形土器等が出土している。図示した以外

の総破数は490点で杯形土器が188点、嵩杯形土器4点、

曾研多土器1点、甕形土器が297点である。土器以外では

編み物石が図示した5個体以外にも出土している。貝

巣穴痕泥岩が2個体、総重量5.77 g出土している。

昇形土器は口縁部が外反するものが主体をなし、同

じく有段口縁状になるもの、口縁部が内傾するものが

ある。少輩の小形の杯形土器が伴う。

出土位置 備 考

掘り方 稜部ヨコナデ＋箆削り、内面黒色

埋土 口唇肥厚、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 口唇尖る、稜部ヨコナデ＋箆削り

No. 4 砂質、口唇肥厚、稜部棒状工具十箆削り

埋士 砂質、口縁部内傾、稜部棒状工具＋箆削り

埋土 砂質、日唇沈線、稜部工具ナデ＋箆削り

埋土 ロ唇内湾、稜部棒状工具＋箆削り

埋土 器閃厚い、段部工具ナデ、稜部工具＋箆削り

埋土 口縁外反、稜部ヨコナデ＋箆削り、黒斑

埋土 ロ唇肥厚、稜部棒状工具？ ＋箆削り

埋土 口縁外反、稜部ヨコナデ＋箆削り、内面黒色

No. l 砂質、口唇外反、稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 口縁外反、稜部棒状工具＋箆削り、外面黒色

埋土 口縁外反、稜部棒状工具＋箆削り

埋士 ロ唇内湾段部ヨコナデ稜部棒状工具＋箆削り

埋土 器肉薄い段部棒状工具稜部ヨコナデ＋箆削り

埋土 ロ唇沈線、稜部工具ナデ＋箆削り

埋土 ロ唇外反、段部工具ナデ＋箆削り

埋土 口縁外反、頸部以下縦箆削り

埋土 日縁外反、頸部以下箆削り

No. 4 器肉犀い、底面箆削り

No. 4 口縁外反、頸部以下縦箆削り、底面箆削り

埋土 口縁外反、頸部以下縦箆削り、箆痕

No. 3 頸部以下縦箆削り、黒斑

No. 2 日縁外反、頸部以下縦箆削り、底面箆削り

平面形は北壁がやや斜行するほほ方形である。規模

は4.74X4.4lm、深さ27cmを測る。

主軸方位は N-73.5°-Eを測る。

床面は全体に硬質でほほ平坦である。掘り方、貼り

床は存在せず、地山直上が床面である。

床面出土遺物は少量でカマド部分に集中している。
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第116図第58号住居跡(I)
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柱穴土層註

1 黒褐色焼土、炭化物多塁
2 黒褐色焼土少贔
3 黒褐色 硬質、ローム、ローム粒多品

4 暗褐色 硬質、ローム粒少属

疇
E' 

2m 

第58号住居跡土層註

1 黒褐色 ローム粒、焼土粒少量
2 黒褐色 ロ一ム、ローム粒、焼土粒多塁

3 黒褐色 ローム粒、炭化物少蟄

a 黒褐色 ローム粒、炭化物粒少星

b 黒褐色焼土粒少贔
c 暗灰褐色焼土粒多量、天井部

d 黒褐色焼土、焼土粒多塁
e 赤褐色 焼土、焼上粒、炭化物粒大塁

f 黒褐色 焼士粒、ローム粒少鼠
g 黒褐色 粘性強、焼土粒、炭化物多量
h 暗褐色 灰褐色粘土、焼土多昼
i 暗褐色 粘性強、焼土、焼土プロック多昼、

炭化物多昼

J 暗褐色 粘性強、灰褐色粘土微量

壁は北西隅部分が重複により破壊されているが、他

の部分はほぽ直立し、掘り込みはしっかりしている。

壁溝はカマド部分とカマド壁の一部を除いて設置さ

れている。

柱穴は4本で比較的大形で深い。 Pl、P3、P4には

柱痕跡力湘奥出された。 Plが径43cm、深さ38cm、P2が

径48cm、深さ50cm、P3が径62cm、深さ80cm、P4が径

42cm、深さ83cmを測る。

柱穴配置は P4が壁寄りにややずれるが、ほぼ長方

形状である。柱穴間隔は PlP2が2.06m、P2P3が

2.50m、P3P4が2.28m、PlP4が2.32mを測る。

貯蔵穴は検出できなかった。

カマドは東壁ほぼ中央部に設置され、遺存状態は良

好である。
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